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広がり続ける医薬品・バイオ医薬品の
研究開発と製造
いつも健康でいたいというのは万人の願いです。『LIFE SHIFT（ライフ・
シフト）』の著者であるリンダ・グラットン教授が「人生 100年時代」を
提言しました。平均寿命が延びたことに医療、医薬品の進歩が大きく
貢献したことに疑いはありません。

医薬品に対する期待は年とともに高まってきています。しかしながら、
医薬品業界の皆様が、モダリティの多様化、新薬の早期上市、自動化、
デジタル化、法規制への対応、コスト削減など、解決しなければなら
ないシリアスな課題に直面しているのも事実です。

アジレント・テクノロジーは分析装置ハードウェアのみならず、ソフト
ウェア、消耗品、サポートサービスなど、先進的で、多様な商品ライン
アップで、医薬品研究開発、製造の分野にたずさわる皆様の悩みを解
決していきます。

ずっと医薬品業界の皆様のビジネスパートナーであり続けたい…
Trusted Answers
お客様が成功されるよう、アジレントはお客様に信頼性の高い分析ソ
リューションを提供し続けます。
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アジレントの核酸ソリューション
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オリゴ核酸製造と分析試験のワークフロー
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モバイル &ポータブルの分光計 ベンチトップ型の分光計 & クロマトグラフィー

ペプチド医薬品の分析・精製ワークフロー

生物学的プロセスを模倣または影響するように設計されたペプチド医薬品は、その高い特異性と治療への応用の可能性により注目を集めています。この分野が拡
大するにつれて、これらのペプチドを評価するための高度な分析技術と合理化されたデータ解析方法の需要が高まっています。合成ペプチド治療薬の重要な特性
には、分子構造、純度（不純物）、および含まれるアミノ酸の正確な配列などがあります。

核酸およびペプチド医薬品の原材料同定ソリューション（合成前）

原材料または出発物質の同定・識別は、医薬品において広く行われている重要な品質管理分析です。受け取った出発物質の同一性を確認することで、品質を担
保し、生産に進む前に不純物、偽造物質、誤ったラベルが貼られた物質の混入を防ぐことができます。

RapIDモバイル 
ラマン分光計

Cary 60 UV-Vis  
分光光度計

Cary 3500 UV-Vis  
分光光度計

Vayaハンドヘルド  
ラマン原材料同定検証システム

Cary 630ベンチトップ  
FTIR分光光度計

Intuvo GCとGCカラム

原材料同定 生体試料中のペプチド定量

純度・不純物分析 残留溶媒分析

配列確認

分取精製

元素不純物分析

1290 Infinity III Bio LC/ 
AdvanceBioカラム
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https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1001878
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1002106
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005154
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006142
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005366
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=180
https://www.agilent.com/en/solutions/biopharma-pharma/synthetic-peptide-therapeutics?_fsi=MaguJiaF&_fsi=MaguJiaF&_fsi=MaguJiaF
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1001324


分離 検出 解析

解析

オリゴ核酸の純度・不純物および配列確認

目的物質（Full Length Product=FLP）の合成に関連する不純物には、切断、不完全なチオレーション、および塩基損失を示す分子が含まれることがあります。強
陰イオン交換または質量分析に適したイオン対逆相クロマトグラフィーのいずれかを使用してオリゴ分離を最適化するための体系的なアプローチが開発されました。

さらに、オリゴ核酸の SAX分画を実行し、LC/UVまたは LC/MSを使用してサンプルの純度を確認します。

逆相イオンペア -IEXのち脱塩他MSフ
ロントの分離で多用されています。

LC/MSD + ChromSwordによる不純
物のピークトラッキング、メソッド開発
システムの国内実績が急増しています。

サンプル前処理

精製カートリッジ

サンプル前処理

精製カートリッジ

1290 Infinity III Bio LC/ 
AdvanceBioカラム 6545XT LC/Q-TOF MassHunter BioConfirm

MassHunter BioConfirm

2D-LC

1290 Infinity III Bio LC  
or  

2D-LC +  
AdvanceBioカラム

LC/MSD XT

分離 検出

ペプチド医薬品の純度・不純物および配列確認

合成ペプチドの純度の評価には、独自の複雑さが伴います。逆相カラムを使用した HPLCやMSは、効率的なペプチドの分離と純度確認のために改良されてき
ました。ペプチドと不純物の正確な定量化が可能になり、予想される分子量を確認できます。D/Lアミノ酸残基を含むペプチドを分離する 2D-LCがMSフロント
の脱塩システムとしても多用されています。

6545XT AdvanceBio LC/Q-TOF

ExD

Website：LC/Q-TOF用 ExDセル

Application Note：5994-7506EN

Application Note：5994-6900JAJP

Application Note：5991-8437JAJP

Application Note：5994-5246JAJP Application Note：5994-6900JAJP Application Note：5994-5071JAJP
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https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006128
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006128
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1008085
https://www.agilent.com/cs/library/applications/an-amino-acid-ecd-6545xt-advancebio-5994-7506en-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-oligonucleotides-2D-lc-ms-5994-6900ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/low_5991-8437JAJP.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-oligonucleotide-bio-lc-5994-5246ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-oligonucleotides-2D-lc-ms-5994-6900ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-oligonucleotide-sequence-high-resolution-lc-q-tof-5994-5071ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1001324
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1001324
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1001016


検出
6495トリプル四重極 

LC/MS
解析

MassHunter BioConfirm  
ソフトウェア

サンプル前処理
Bravo  

自動リキッドハンドリング

分離
ペプチドカラム

分離
1290 Infinity III Bio LC

生体試料中のペプチド定量

生体マトリックス中のペプチド治療薬の定量は、薬物動態プロファイリングにおいて重要な要素です。製薬業界がこれらの複雑な治療薬の特異性と有効性に注目
するにつれて、正確で感度が高く、信頼性の高い分析方法の必要性が高まっています。LC/MSは、従来のリガンド結合アッセイ（LBA）よりも優れた特異性、感度、
および幅広いダイナミックレンジを提供する強力なツールとして登場し、複雑な生物学的マトリックス中の治療ペプチドの正確な定量化を促進しています。

Agilent InfinityLab LC分取精製ソリューション

1290 Infinity II自動スケールアップ（MSD & UVベース）システム + 自動分取精製ソフトウェア

ソフトウェアによる自動化ワークフロー

クルード 
サンプル 希釈 スカウ 

ティング

スケール 
アップ

分取 フラクション 
収集

混合 再分析

Website：Automated Purificationソフトウェア
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https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006519
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006302


水 有機溶媒

アセトニトリルの回収
有機廃棄物を 

サプライチェーンに戻し、 
商業施設で処理および再利用

有機物の処理と 
有害廃棄物の転用

太陽光発電アレイ

500 MWh 節電

資本投資

エネルギー

細胞冷却塔

4,200万 L/年 
水の消費を最小限に

資本投資

Reverse Osmosis Reject Water

2,000万 L/年 
水の消費を最小限に

資本投資

前臨床 Phase I Phase II Phase III 製造・上市

Nucleic Acid Solution Division：オリゴ核酸 cGMP製造

原薬受託開発製造で世界第 1位から 2位のマーケットシェア（2024年時点）

2024年 9月にアジレントが BIOVECTRA社を統合しました。 
プラスミドDNAやmRNA、脂質ナノ粒子、ADC、GLP-1他を製造する設備を拡張します。

Agilent NASDオリゴ核酸製造におけるサステナビリティへの取り組み

環境、社会、経済の持続可能性に焦点を当てながら、ヒトと地球の状態を改善します。

環境管理

 ― アンチセンス

 ― アプタマー

 ― 複合体

 ― ヘアピンRNA

 ― 高修飾オリゴ

 ― 免疫賦活薬

 ― miRNA

 ― デュプレックス

 ― CRISPR sgRNA

 ― siRNA

Colorado

Frederick

Boulder

Website：Oligonucleotide GMP Manufacturing
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サンプル分析 サンプル分析

バイオ医薬品の生産工程

抗体医薬品の特性解析に用いられる主な分析技術

特性 目的・得られる情報 主な分析技術

構造・物理的化学的性質

分子量 MS、SDS電気泳動、SEC、静的光散乱

一次構造、アミノ酸配列、翻訳語修飾、ジスルフィド結合 ペプチドマッピング、MS

糖鎖構造・組成 MS、LC-FLD、CE

純度試験不純物分析

電荷プロファイル、変化体（脱アミド体、酸化体、切断体）、等電点 IEX、等電点電気泳動

サイズプロファイル、凝集体、切断体 SEC、SEC-MALS、FFF動的光散乱、SDS電気泳動

疎水性プロファイル HPLC、HIC

製造工程由来不純物（HCP、宿主細胞由来 DNA） ELISA、qPCR、HPLC、MS、Protein A

物質量 タンパク質量 UV-Vis、HPLC（Protein A等）

細胞株構築

バイオマーカー探索

培養工程スケールアップ

精製工程

サンプル分析
分析グループ

 ― 分析法開発
 ― サンプル分析
 ― 分析法移管

サンプル分析 サンプル分析 サンプル分析

メソッド

製剤化

品質管理

上市

遠心分離

製造 臨床 前臨床

1

A

B

C

D

E

F

G

H

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

DNA 
ベクタ

クロマトグラフィ 
カラム #2

クロマトグラフィ 
カラム #1

クロマトグラフィ 
カラム #3
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抗体医薬特性解析のワークフロー例

サンプル精製 LC特性解析 LC/MS特性解析サンプル前処理

サイズ分析 インタクト 
分子量

パパイン
FabRICATOR 
ペプシン

ペプチド消化

C末端リジン 
除去

安定性試験

糖鎖リリース& 
ラベリング

高次構造サンプル 
前処理
例：HDX

フラグメント 
分析

Middle-Up 
Middle-Down 

Analysis

ペプチド 
マッピング

アミノ酸 
シーケンス

電荷変異体の 
分析 不純物分析 クローン 

選択

翻訳後修飾 翻訳後 
修飾解析

希釈 高次構造解析 高次構造解析

糖鎖分析 糖鎖同定と 
定量

Reject

抗体精製 
プロテインA 
キャプチャー

分画

中和

力価 
試験

不合格

合格

細胞培養液

重要品質特性（CQA）と分析手法

 ― インタクトマス
 ― フラグメント
 ― ペプチドマップ
 ― 翻訳後修飾
 ― 糖鎖

LC/MS

N末端の修飾

イオン交換

脱アミド /酸化

イオン交換

末端リシン欠損

イオン交換

糖鎖付加

HILIC

フラグメント化

逆相

S-S結合 
架け違い

逆相

〈その他〉

疎水性の高い薬物を付加する 
ADCの分離に用いられる

HIC

アフィニティークロマトグラフィー

凝集

SEC
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二重特異抗体の分析事例

二重特異性抗体はその名前が示すように、2つの別のターゲットまたは抗原
に同時に結合できます。

このアプリケーションノートでは、非対称結合領域を持つ免疫グロブリン（IgG）
のような Bs-MAbであるエミシズマブに焦点をあてます。エミシズマブ 2は、
血友病 A1の治療に使用される第 IXa抗因子 /第 X因子 Bs-MAbです。こ
れは 2本の同一ではない重鎖および 2本の同一の軽鎖で構成されています。
このような非対称な構造により、分子の特性解析がより困難になる場合があ
ります。しかし、モノクローナル抗体生物製剤では、一次構造を分析して製
造と保管時に発生する可能性のある一定範囲の変異体を同定することが不可
欠です。

本アプリケーションノートの目的は、二重特異性に関する分野における急速
な成長と開発への取り組みを考慮に入れて、複雑な改変抗体の重要な品質
特性の特性解析について示すことです。LC/UVや LC/MSを含む、リリース
試験、安定性試験、原薬および医薬品の特性解析で一般的に使用されてい
る一連の分析技法を使用しています。バイオイナートLCでSEC、イオン交換、
HICモードを、1290 Infinity II LC + Q-TOFでインタクトおよびサブユニット
分析を行います。

Application Note：5994-2997JAJP

2D-LCおよびネイティブMSによる抗体薬物複合体の特性解析

薬物抗体比または DARは、有効性と安全性に影響を与えるため、ADC開
発の重要品質特性の 1つです。

ADC分子の特性解析には 2D-LC/MSが使用されています。このアプローチ
では、HICカラムと逆相カラムが質量分析計と組み合わせて使用されます。
しかし、多くの ADC 製品は、有機溶媒および酸性溶媒の条件下で分解され
ます。

このアプリケーションノートでは、この障壁を克服する新しい 2D-LCアプロー
チについて説明します。このメソッドでは、HIC、マルチハートカット、その後
のサイズ排除クロマトグラフィーによる脱塩および分離をオンラインでネイティ
ブMS分析とともに使用します。

Application Note：5994-4328JAJP

インタクトエミシズマブのMSデコンボリュートしたスペクトル（0.25 µg注入）

Agilent 1290 Infinity II 2D-LCシステムでのブレンツキシマブベドチンの HIC分離および
DAR決定。D0～ D8はmAbに結合された医薬品の数

2D-LCおよびネイティブMSタンパク質の分析ワークフローのための分析コンポーネント

代表的な二重特異性 Abの組成を示
す概略図。エミシズマブの場合は、
2本の異なる重鎖が示されています。
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MaxEnt
Deconvolution 0.35 ppm

–0.49 ppm

–2.77 ppm

–1.72 ppm

G0F + G0F

G0F + G1F

G1F + G1F

G1F + G2F

×106

Co
un

ts

Deconvoluted mass (amu)

-0.2

-0.1

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

D0

D2

D4

D6

D8

一次元目の LC：HIC
（25 % IPA 使用）

DAR RT（分） ピーク面積 面積 % DAR 計算値
D0 5.73 694.59 6.80 0
D2 9.61 3,131.09 30.67 0.613
D4 14.69 3,746.34 36.70 1.468
D6 17.67 2,260.90 22.15 1.329
D8 20.03 375.45 3.68 0.294

Total 10,208.37 DAR 3.704

×102

Acquisition time (min)

Re
sp

on
se

分離 検出 データ解析

Agilent 6545XT AdvanceBio 
LC/Q-TOF と 

Agilent MassHunter Acquisition 
11.0 ソフトウェア

Agilent 1290 Infinity II 
2D-LC システム

Agilent AdvanceBio HIC
（一次元目）

Agilent AdvanceBio SEC
（二次元目）

Agilent MassHunter Qualitative 
Analysis 10.0 および Agilent 

MassHunter BioConfirm 
11.0 ソフトウェア
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https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/application-bispecific-antibody-characterization-hplc-5994-2997ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-2d-lc-column-advancebio-sec-5994-4328ja-jp-agilent.pdf


抗体医薬品分析に関する 2020年以降の主なアプリケーションノート

発行年月 アプリケーションノート キーワード ポイント

2024年 11月 5994-7664JAJP SEC-MALS 多角度光散乱検出器を用いたmAbの SEC-MALS分析

2024年 7月 5994-7664EN SEC-MALS SEC-MALSで BSAを分析

2023年 5月 5994-6110JAJP SEC-MALS SEC-MALSの基礎、ホワイトペーパー

2023年 1月 5994-5674JAJP ネイティブSEC/MS Bio LCによるmAbのネイティブSEC/MS分析

2021年 3月 5994-3036EN CE/MS ネイティブ質量分析によるインタクトタンパク質の高次構造への包括的アプローチ

2023年 10月 5994-6802EN ADC タンパク質とペイロードの評価　ADCの安定性　サルにおけるブレンツキシマブ ベドチン血漿

2022年 10月 5994-5318JAJP オンライン 2D-LC プロセス管理におけるmAbのMAM

2023年 11月 5994-2020JAJP ペプチドマッピング 4D-LC/MSによるmAb電荷変異体の特性解析の完全自動化

2021年 5月 5994-3521JAJP MAM 3D-LC/MS + 2Dマルチメソッドオプション

2020年 6月 5994-2155EN AOC 抗体 -siRNA複合体を LC/Q-TOFで分析

2023年 2月 5994-5658JAJP PAT オンライン LCを用いたバッチリアクタからの反応溶液の送液

2022年 12月 5994-5318JAJP PAT プロセス管理におけるモノクローナル抗体のオンライン 2D-LCによる重要品質特性評価

2022年 12月 5994-5186JAJP PAT 治療用mAb製造のダウンストリームプロセスにおけるオンライン LCモニタリング

2022年 1月 5994-4339JAJP マルチメソッドLC ペプチドマッピングとグリカンマッピングの自動切り替え

2020年 7月 5994-2082EN マルチメソッドLC/MS 2-in-1バイオプロセス分析

2023年 8月 5994-6553JAJP USP <621> インスリンUSPモノグラフHPLCメソッド

バイオ医薬品・核酸医薬品分析に関する海外の論文例

Reference：Expediting online liquid chromatography for real-time monitoring 
of product attributes to advance process analytical technology in downstream 
processing of biopharmaceuticals

バイオ医薬品のダウンストリームにおけるPAT。製品特性をリアルタイムで監視するオン
ライン液体クロマトグラフィーによる迅速化。

Reference：A systematic approach for analysis and characterization of 
mispairing in bispecific antibodies with asymmetric architecture

非対称構造を持つ二重特異性抗体におけるミスペアリングの分析と特性評価のための体
系的アプローチ

Reference：Assay, Purity, and Impurity Profile of Phosphorothioate 
Oligonucleotide Therapeutics by Ion Pair-HPLC-MS

イオンペアHPLC-MSによるホスホロチオエートオリゴ核酸治療薬の分析、純度、不純
物プロファイル

Reference：Two-dimensional liquid chromatography-mass spectrometry for 
the characterization of modified oligonucleotide impurities

修飾オリゴ核酸不純物の特性評価のための 2D-LC/MS分析
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https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-size-exclusion-chromatography-1290-infinity-ii-bio-5994-7664ja-jp-agilent.pdf
https://lcms.cz/labrulez-bucket-strapi-h3hsga3/an_size_exclusion_chromatography_1290_infinity_ii_bio_5994_7664en_agilent_585512a949.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/wp-light-scattering-biopharma-5994-6110ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-sec-ms-mabs-biocompatible-5994-5674ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/applications/an-application-nativeMS-6545xt-advancebio-5994-3036en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/applications/an-protein-brentuximab-monkey-bravo-1290-infinity-ii-5994-6802en-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-mab-cqa-2d-lc-infinitylab-online-lc-solution-5994-5318ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/application-monoclonal-antibody-4d-lc-ms-5994-2020ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-3d-lc-ms-mabs-infinitylab-2dlc-5994-3521ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/applications/application-6545xt-advancebio-lc-qtof-5994-2155EN-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/pdf/te-infinitylab-online-lc-solutions-5994-5658ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-mab-cqa-2d-lc-infinitylab-online-lc-solution-5994-5318ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-downstream-processing-1260-infinityii-prime-online-5994-5186ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/peptide-glycan-mapping-1290-5994-4339ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/applications/application-mAb-titer-spent-media-1260-bio-inert-lc-msd-iq-5994-2082en-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-poroshell-120-insulin-usp-5994-6533ja-jp-agilent.pdf
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S002196732400387X
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S002196732400387X
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S002196732400387X
https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/19420862.2018.1511198
https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/19420862.2018.1511198
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/35238617/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/35238617/
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S0003269718303890
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S0003269718303890


アジレントの細胞解析ソリューション

Plate Reader &  
Image Cytometry

 ― Synergyシリーズ 
マルチモード 
プレートリーダー

 ― Cytationシリーズ 
イメージング・ 
プレートリーダー

 ― LionHeartシリーズ 
全自動顕微鏡

Automation ＆  
Liquid Handling

 ― BioSpa 8 
全自動インキュベータ

 ― 405 
プレートウォッシャー

 ― MultiFlo FX  
ウォッシャー &  
ディスペンサー

Function & Phenotype

 ― xCELLigence 
リアルタイム 
細胞アナライザー

 ― Seahorse XF 
細胞外フレックス 
アナライザー

Flow Cytometry

 ― NovoCyteシリーズ 
フローサイトメーター

 ― NovoCyte Opteon 
スペクトル型 
フローサイトメーター

細胞解析に関するアジレントバーチャルラボ

BioTek Synergy Neo2

Seahorse XFxCELLigence RTCA

BioTek Cytation
NovoCyte  

Flow Cytometer

BioTek Biospa

BioTek  
MultiFlo FX
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メタボロミクス　CE/MSによる生体内の低分子代謝物の分析

CE/MSでは、キャピラリー電気泳動（CE）で短い分析時間と高い分離効率を
実現しながら、質量選択検出器（MS）により分子量および分子構造の情報を
得ることができます。

この手法は、複雑なサンプルマトリクス中の種々の化合物の分析でよく使用さ
れています。

 ― アプリケーションは、有機酸、アミノ酸、糖アルコール、糖タンパク、ビ
タミンなど、低分子代謝物の分析に最適。また、細胞培養における培地
中組成分析にも使用可能

 ― MS部は、アジレント製のMSであれば、シングル四重極MS、トリプル
四重極MS、TOFおよびQ-TOF MSシステムとの接続が可能

 ― フロント部を付け替えることにより、CE-MSとLC-MSを用途に応じて切
換えて使うことが可能

〈システム価格（構成例）〉
 ― キャピラリー電気泳動 7100 CEシステム　定価：900万円～
 ― 7100 CE- 6135 MSD（SQ）システム　定価：2,500万円～
 ― 7100 CE- 6475 TQ MSシステム　定価：5,000万円～
 ― 7100 CE- 6546 Q-TOFシステム　定価：7,800万円～

※その他装置構成についてはお問い合わせください

メタボロミクス　生体内の低分子代謝物の分析

「メタボローム」は、アミノ酸、アミン、ヌクレオチド、糖、脂質などを含む低
分子代謝物の総体のことです。一般に、DNA、RNA、タンパク質はメタボロー
ムに含めませんが、それらの分解物や断片などはメタボローム解析の対象と
して認識されています。

代謝物質の理化学的性質は、特定の溶媒に対する溶解性（極性）、イオンの
電荷（電離度）、揮発性（沸点）および分析量などの多様な要素を含んでい 
ます。

Website：メタボロミクス

CE/MSが得意とする解糖系、TCA回路と補酵素の分析例

CE分析をすぐ開始できる、便利なソリューションキットをご用意しています。陽イオン分
析用 /無機陰イオン分析用 /有害陰イオン分析用 /有機酸分析用キットなどがあります。
キットには、バッファ、キャピラリー、コンディショニング溶液、テストサンプル、分析メソッ
ドが含まれています。

高

低

水溶性、イオン性 サンプルの極性 脂溶性

分
子
量

CE-MS

CE-MS

GC-MS

GC-MS

LC-MS

LC-MS

（極性成分は誘導体化が必要な場合あり）

●アミノ酸
●アミン
●有機酸
●糖リン酸
●糖ヌクレオチド
●ヌクレオチド
●ヌクレオシド
●ニコチンアミド補酵素
●無機陰イオン
etc

●脂質
●ホルモン
●カロテノイド
●ポリフェノール
●アルカロイド
●テルペノイド
●ヌクレオシド
●水溶 / 脂溶性ビタミン
●色素
●抗生物質
etc

●揮発性有機化合物全般
●炭化水素
●芳香族
●脂肪酸
●エステル系
●ケトン系
●テルペン類
●アルコール
●アルデヒド
●ラクトン
●硫黄化合物
●窒素化合物
etc

GC-MS

●アミノ酸
●有機酸
●脂肪酸
●糖
etc

（一般的に誘導体が必要）
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https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1002393


メタロミクス　ICP-MSによる生体内の微量金属元素の分析

Agilent 8900トリプル四重極 ICP-MS（ICP-QQQ）は、全世界で高い評価を受け幅広く使用されている
ICPタンデム質量分析計です。Agilent 8900 ICP-QQQは、ルーチンの受託分析から高度な研究までのア
プリケーションをカバーする幅広い構成で利用可能です。

 ― MS/MSは反応の化学的性質を制御し、シングル四重極 ICP-MSではこれまで困難だった Si、P、S、
Cl、Fなどの元素でも、一貫して信頼性の高い結果を保証

 ― レーザーアブレーション（LA, Laser Ablation）を試料導入装置として用いることで固体試料を直接導入
することが可能

Website：ICP-MSレーザーアブレーション

Case study：ICP-MS 8900シリーズ 
身体の中にある微量な金属元素の役割とは ? ― 千葉大学・小椋康光教授が取り組む「メタロミクス」の最新動向と展望 
（千葉大学大学院薬学研究院 小椋康光教授）

〈システム価格〉
 ― ICP-MS 8900システム　定価：5,200万円～
 ― LA-ICP-MS 8900システム　定価：7,000万円～

分析対象物を確実に同定 
Agilent ChemVista ソフトウェアと 
広範かつ包括的な統合型ライブラリ

より多くの代謝物を同定

Fiehn GC/MS メタボロミクス RTL ライブラリ

バイオイメージング：生体中の金属分布測定

10 µm組織片 レーザーアブレーション

データ解析

イメージング

66Zn

31P

LA-ICP-MSで分析

脳から組織を抽出

メタボロミクス　GC/MSおよび LC/MSによる生体内の低分子代謝物の分析

GC/MSを用いた手法
Fiehn GC/MSメタボロミクスRTL（リテンションタイムロッキング）ライブラリ
を用いることにより代謝物の同定を容易にします。

Catalog：5991-2747JAJP

Website：GC/MSデータベースダウンロードサイト

〈システム価格〉
 ― シングル四重極 GC/MS 5977Cシステム　定価：1,160万円～
 ― Fiehn GC/MS RTLライブラリ　定価：160万円～

LC/MSを用いた手法
新製品 ChemVistaを用いた化合物データベース管理の効率化 
メタボロミクス向けMETLIN PCDLに約 80,000化合物を収載しています。

Catalog：5994-5965JAJP

Website：LC/MSデータベースダウンロードサイト

〈システム価格〉
 ― LC/Q-TOF MS 6546システム　定価：8,400万円～
 ― ChemVistaライブラリーマネージャー　定価：160万円～

※窒素ガス発生装置等ユーティリティを含みません
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https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1000736
https://www.agilent.com/newsjp/features/fy2021/210716_chiba_university.shtml?_fsi=G7L1zB1m&_fsi=G7L1zB1m&_fsi=G7L1zB1m
https://www.agilent.com/newsjp/features/fy2021/210716_chiba_university.shtml?_fsi=G7L1zB1m&_fsi=G7L1zB1m&_fsi=G7L1zB1m
https://www.agilent.com/newsjp/features/fy2021/210716_chiba_university.shtml?_fsi=G7L1zB1m&_fsi=G7L1zB1m&_fsi=G7L1zB1m
https://www.chem-agilent.com/pdf/br-chemvista-software-5994-5965ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/pdf/low_5991-2747JAJP.pdf
https://www.chem-agilent.com/pdf/low_5991-2747JAJP.pdf
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004696
https://www.chem-agilent.com/pdf/br-chemvista-software-5994-5965ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/pdf/br-chemvista-software-5994-5965ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007112


HTS　RapidFireによるハイスループットMSスクリーニング

Agilent RapidFire 400（RF400）は、自動固相抽出（SPE）による超高速サンプルクリーンアップを行う最新のインテグレートオートサンプラで、質量分析のハイスルー
プットサンプル導入装置です。ハイスループットラボ用に設計された大容量プレートハンドリングロボットが、温度制御されたウェルプレートのサンプル（最大 1,536
ウェル）を自動で処理します。

サンプル注入時間はわずか 8秒、冷却オプションも使用可能で、週末の無人オペレーションも可能です。

 ― 薬物探索におけるADME、化合物結合評価、代謝プロセスの解明、メタボロミクスターゲット探索、臨床研究サンプルに至るまで、幅広い用途のスループット
改善に貢献

 ― アジレントの各種トリプル四重極MS、Q-TOF MSに対応

References：5994-5032EN

Video：RapidFire 400 ハイスループット質量分析システム製品紹介（日本語字幕入り）

〈システム価格〉
 ― RapidFire 400システム　定価：5,200万円～

※MSを除く 
※本製品は一般的な実験用途での使用を想定しており、医薬品医療機器等法に基づく登録を行っておりません
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https://www.agilent.com/cs/library/citations/high-throughput-LC-MS-rapidfire-citations-citation-index-5994-5032-en-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006570
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006570


直感的に使える質量検出器　シングル四重極 LC/MSD iQ

シンプルな設計で誰でも同じデータを取得可能
 ― 直感的に操作できるOpenLab CDS採用

 ― �自動測定モード�のパラメータ設定は UV検出器と同等で質量範囲を入力するだけ

 ― MS本体にチューニング用の較正液が付属し簡単なマウスの操作でMSのチューニングが可能

Webinar：アジレントウェビナー（LIVE・オンデマンド）

Video：InfinityLab LC/MSD iQ – さらに賢いラボへ、iQがお手伝い（日本語字幕入り）

〈システム価格〉　定価：2,480万円～
 ― シングル四重極 LC/MSD iQシステム
 ― 1260 Infinity III Prime LCシステム
 ― PC、制御解析ソフトウェア

※窒素ガス発生装置等ユーティリティを含みません

 ― シンプル設計の直行型イオン源
 ― ネブライザーは位置調整不要、誰でも同じデータが
取得可能

 ― 内側はコーティングが施されており、有機溶媒でふき
取るだけ

最高のスループットを提供する 1290 Infinity III UHPLCシステム

デュアルニードル搭載のマルチサンプラ
 ― 最短 5秒間隔のサンプル注入で、更なるハイ
スループットを実現

 ― 内容積の異なるサンプルループで大容量注入
時の注入時間、洗浄プロセスの待機時間を
削減

カラム再生によるサイクルタイムの短縮
第 1のカラムを使用している間に、再生ポンプ
により第 2のカラムを洗浄し、再生することで、
サイクルタイムを大幅に短縮可能です。マルチ
サンプラのデュアルニードルオプションを利用す
ることで、さらに分析時間を短縮することができ
ます。

※カラム再生には別途もう一台のポンプが必要

Application Note：5991-6150EN

〈システム価格〉　定価：1,350万円～
 ― 1290 Infinity III UHPLCシステム
 ― カラム再生ソリューション

検出器

廃液

カラム 2

カラム再生用
ポンプ

溶媒ポンプ /オートサンプラ  

カラム 1

 1
2

3

4

5 6
7

8

9

10

 1
2

3

4

5 6
7

8

9

10

検出器

廃液

カラム 2

カラム再生用
ポンプ

溶媒ポンプ /オートサンプラ  

カラム 1
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https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=12580
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005840
https://www.agilent.com/cs/library/applications/5991-6150EN.pdf


WalkUpソフトウェアによるAPIの迅速な純度確認

質量情報により、 
高速クロマトグラフィーメソッドで 
共溶出する化学種を容易に区別

 ― UVベースの分析に質量情報を追加すること
により、クロマトグラフィーの効率が大幅に向
上

 ― 化合物応答が UV検出器で十分でない場合
や、発色団を含んでいない場合に有用

 ― UV検出のみのワークフローよりも 100倍優
れた感度で、微量化合物を検出

 ― オープンアクセス環境で 22種類の医薬品有
効成分（API）を分析して純度確認

Application Note：5994-1503JAJP

〈システム価格〉　定価：2,800万円～
 ― G6160シングル四重極 LC/MSD iQシステム
 ― 1290 Infinity III Bio LCシステム
 ― PC、制御解析ソフトウェア

※窒素ガス発生装置等ユーティリティを含みません

Walk upソフトウェアは 4ステップの操作でサンプル測定

MSベース分取 LC/MSDシステム

分取精製 LCシステムは次世代の分取 LC機器として、 
精製において非常に高い性能を発揮

 ― ターゲット成分の分子量をトリガーに、MSベースでの自動分取精製を提供

 ― フラクションディレイセンサー（FDS）が高回収率、高純度の分取を約束

〈システム価格〉　定価：2,900万円～
 ― 6125シングル四重極 LCMSシステム
 ― 1290 MSベース分取 LCシステム
 ― PC、制御解析ソフトウェア

※窒素ガス発生装置等ユーティリティを含みません

min0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

mAU

0
200

600

1000

1400

min0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

TIC

0
20000

60000

100000

140000

min0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

FDS

0
0.2

0.6

1.0

1.4

tD

UV

MSD

FDS

ディレイ 
キャリブレーション 
サンプル注入 
（カラム無し）

廃液

ダイバータ 
バルブ

フラクション 
ディレイセンサ

検出器

MSD

メイクアップ 
ポンプ

スプリッタ

フラクション 
コレクタ

❶

❷

❸

❶ ログイン
ユーザー名、パスワード（オプション）、ワークフロー、サンプルの数を入
力します。
❷ メソッドの選択
サンプルの詳細を入力し、メソッドリストから測定で使用するメソッドを選択
します。
❸ サンプルのセット
サンプルをWalkUpソフトウェアが指定する所定の場所（LCのバイアル番
号の位置）に配置します。
❹ レポートの受信
PDF、ASR、Excelなどの形式を選択します。

❹
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https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/low_5994-1503JAJP.pdf


プロセス化学　オンライン LCを用いた合成反応追跡（低・中分子医薬品向け）

1260 Infinity III Primeオンライン LC
1260 Infinity III Primeオンライン LCシステムは自動プロセスモニタリングを実現するプロセス分析シス
テムです。リアルタイムデータによるプロセスの迅速な把握と管理の向上を実現します。

高速プロセスモニタリングのための直接注入に対応しています。さらに、希釈や自動サンプル前処理段階、
マルチメソッド分析、オフライン品質管理のためのサンプル保管を対象とする、サンプル保持機能が搭載さ
れています。

アジレントの独自技術であるFeed注入を標準搭載。専用のサンプル計量デバイスがリアクターと接続され、
サンプルが溶解している強溶媒の悪影響を最小限に抑えることができ、高速な反応追跡にも対応します。

Application Note：5994-4733JAJP

Video：Agilent 1260 Infinity II Primeオンライン LC - プロセスへの迅速な対応（日本語字幕入り）

Video：アジレントの Feed注入 - 困難なサンプルも完全にコントロール

〈システム価格〉
 ― 1260 Infinity III Prime オンライン LCシステム　定価：1,850万円～

※サンプリングインターフェースを除く

Time

100 %

50 %

0 %

Area

10 min 60 min 300 min

5 %

Inj. #2

50 %

Inj. #12

95 %

Inj. #60

API

ポンプ、インジェクタ、カラムの間を結ぶ
3ウェイ構造となっており、移動相の流路
に直接サンプルを追加します。

反応の進み具合をリアルタイムで追跡することにより、プロセスへの理解を深
めて効率よく最適化できます。

プロセス化学　オンラインLCを用いたバイオ医薬品プロセスモニター（中・高分子医薬向け）

1290 Infinity III Bioオンライン LC
1290 Infinity III Bioオンライン LCシステムは、医薬品業界における包括的な分析とリアルタイムバイオ
プロセスモニタリングを目的として設計されたオンラインUHPLCシステムです。

1290 Infinity III Bio LCシステムの高い性能やバイオコンパチブル機能と、1260 Infinity III Primeオンラ
イン LCシステムのリアルタイムモニタリング機能を組み合わせたこの統合システムは、科学者に高度な機
能を提供するとともに、プロセス分析技術（PAT）によるプロセス制御の効率化を実現します。

このバイオプロセスオンラインモニタリングUHPLCシステムは、生体分子を正確に分離して分析でき、リ
アルタイムプロセスモニタリング、迅速なフィードバックによる最適化、時間とリソースの大幅な節約が可
能です。

 ― GxP環境下での使用を想定し、OpenLab CDSをベースにしたソフトウェアはオンラインモニタリングソ
フトウェアを含めてコンプライアンスに対応

Application Note：5994-5186JAJP

Application Note：5994-5318JAJP

〈システム価格〉
 ― 1290 Infinity III Bioオンライン LCシステム　定価：2,580万円～

※サンプリングインターフェースを除く
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https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-monitoring-flow-chemistry-reaction-1260-infinity-II-prime-lc-5994-4733ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006907
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006908
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-downstream-processing-1260-infinityii-prime-online-5994-5186ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-mab-cqa-2d-lc-infinitylab-online-lc-solution-5994-5318ja-jp-agilent.pdf


プロセス化学　リモート制御機能（Web API/OPC UA）

反応槽（培養槽）→ サンプリングインターフェース → オンライン LCを連携
他社製機器と InfinityLabオンライン LCソリューションの通信もサポートされています。

オンライン LCモニタリングソフトウェアは、直接または OPC UA（Unified Architecture）インタフェース
を介して、サンプリングとサンプル分析を調整する。

Agilentオンライン LC単独で機能するMaster Modeと上位システムからの指示で動作するSlave Mode
の 2種類を用意。

〈Laboratory and Analytical Device Standard OPC UA〉
 ― 国際標準 IEC 62541（OPC UA）をベースにした分析機器 /ラボ用機器 /アプリケーションが互
いに�伝える /理解し合う�ための情報モデル

 ― ラボの一連のワークフローの自動化の（Orchestration）為に必要な情報と実行機能を統一した
アーキテクチャ

（バイオ）リアクタ オンライン LC 
モニタリングソフトウェア

オンライン LCサンプリングとモニタリングの概略図

プロセス化学　Load & Lock分取カラム充填ステーション

Agilent Load & Lockカラム
動的軸圧縮（DAC）と静的軸圧縮（SAC）に対応する Load & Lockカラムは、
InfinityLab LC分取精製ソリューションと併せて使用ことで、最高レベルの純
度と収率を実現します。

 ― 内径は、1インチ、2インチ、3インチがあり、簡易な充填操作で高い性
能とハイスループットを実現

 ― 充填剤の優れた安定性と独自の分散プレート構造により、充填層の均一
化とハイスループットを可能とし、効果的な精製を実現
これにより、サンプルロード量が約 20%増えて単位時間当たりのサンプル
精製量が増加する為、生産コストの削減が可能

充填ステーション、カラムの他、アジレントでは精製ニーズに合わせて幅広い
バルク充填剤をご用意しています。詳細はお問い合わせください。

〈システム価格〉
 ― Agilent Load & Lock充填ステーション　定価：238万円～

※充填用にエアーコンプレッサーが別途必要です

Agilent独自の 
サンプル分散プレート
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6495トリプル四重極 LC/MSシステムに搭載された iFunnel技術

デュアルイオンファネル
 ― イオンを集束させながら効果的にガスを除去
し、イオン強度を大幅に向上させる革新技術

VacShield
 ― 真空を解除することなくメンテナンスが可能、
ダウンタイムを短く、処理検体数を多く

tapered and curved hexapole 
collision cell

 ― フラグメントイオンを再収束させつつ、中性分
子を排除することで、実質的にノイズを低減

業界最高感度 6495トリプル四重極 LC/MSシステム

複雑な ADMEおよびバイオアナリシスの課題に対応
 ― バイオアナリシス技術は、生体サンプル中の化合物の濃度と活性を測定し
て、ターゲットの生物学的活性に適した濃度を決定するために、医薬品開
発において使用され、効果の低い化合物や毒性のある化合物をスクリー
ニングするのにも有効

 ― ADME（吸収、分布、代謝、排泄）アッセイは、医薬品が体内でどのよう
に処理されるのかを示すものである。この情報は、医薬品の潜在的な安
全性と効能を評価するうえで重要であり、新薬候補物質の失敗率を低減
し、化合物の薬理学的特性の最適化に有用

 ― 薬物動態研究により、医薬品の体内での経時的な動態が分析される。こ
のような研究は、医薬品の効果や効能を高め、リスクや相互作用を最小
限に抑えるための投与量、タイミング、剤形の特定に有用

Application Note：5994-5926EN

Application Note：5991-8839EN

Application Note：5991-8160EN

〈システム価格〉　定価：9,000万円～
 ― 6495トリプル四重極 LC/MSシステム
 ― 1290 Infinity III Bio LCシステム
 ― PC、制御解析ソフトウェア

※窒素ガス発生装置等ユーティリティを含みません

優れた検出下限
デュアルステージ Agilent iFunnel技術は 

より多くのイオンを捕捉し、 
シグナルを最大 10倍まで向上させ、 
最も困難なアプリケーションでも 

高い精度を実現します。

ダウンタイムを最小限に抑制し、 
スループットを向上

Agilent VacShield により、真空開放なしで 
ルーチンメンテナンスが可能です。

化学的ノイズを低減
湾曲したテーパ付きの 

ヘキサポールコリジョンセルによって、 
フラグメントイオンを再収束し、 

電荷を持たない物質を排除することで 
ノイズを大幅に抑えることができます。

ターゲット化合物を 
確実に定量

加熱可能な双曲型四重極は 
高い精度と安定性をもたらし、 
イオンを効率的かつクリーンに 

分離して透過させます。

幅広い分析対象物やイオンを分析
オクタポールイオンガイドなら、 
幅広い質量電荷比（m/z）の 
イオンを透過させられるため、 

低分子、ペプチド、オリゴヌクレオチドや 
その他のポリマーも分析できます。

広い検量線の直線範囲
20 kV の高エネルギーダイノードと 

エレクトロンマルチプライア検出器により、 
低分子、高分子などのイオンや、陽イオン、陰イオンで 

一貫した結果が 1 回の分析で得られます。
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https://www.agilent.com/cs/library/applications/an-fluticasone-furoate-in-plasma-6495c-tq-lc-ms-5994-5926en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/applications/5991-8839EN_2DLCMSMS_pharma_bioanalytics_application.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/applications/5991-8160EN.pdf


生体高分子分析の課題を解決 Bio LCシステム

生体適合性のある材料で構成されるユニバーサルな UHPLC
1290 Infinity III Bio LCシステムは高塩濃度および高 pH 条件を利用するバイオ医薬品（重要品質特性な
ど）やその他のアプリケーションで使用されます。バイオコンパチブルで、生体分子の完全性とシステムの
堅牢性を確保できます。

 ― 最大圧力 130 MPa

 ― 4本のプランジャーを独立のモーターで制御

 ― 小容積でも高ミキシング効率を発揮する Jet Weaverを採用

 ― ポンプヘッドで発生した熱を平均化するマルチレイヤー熱交換器を搭載

 ― デガッサ内蔵

 ― 低容量注入での高再現性

 ― マルチウォッシュによる超低キャリーオーバー

 ― 2 mlバイアル最大 432本搭載

 ― ウェルプレートやマイクロチューブなど幅広い対応容器

Application Note：5994-4392JAJP

Video：フルスペクトルのバイオ LC（日本語字幕入り）

〈システム価格〉　定価：1,450万円～
 ― 1290 Infinity III Bioハイスピードポンプ
 ― 1290 Infinity III Bioマルチサンプラ
 ― 1290 Infinity IIIマルチカラムサーモスタット
 ― 1290 Infinity IIIダイオードアレイ検出器

※ PC、制御ソフトウェアを含みません 
※様々なMSメーカーのソフトウェアで制御可能

OpenLab ECM XTネットワークシステム

他社を含めたあらゆるタイプの装置データを一元管理
 ― これまでネットワークにつながず、スタンドアローンで使用していた

PC上の大切なデータのバックアップが毎日可能

 ― ファイルは上書きされても以前のバージョンを全て保管

 ― MSデータのような大きさでも、ネットワークに負荷がかからないよ
うに転送

 ― 古いOSでも関係なく、ネットワークに接続可能

 ― 物理サーバ、クラウドのどちらも選択可能

 ― 社内 LANの活用により機器の遠隔操作が可能

 ― 拡張機能としてHPLCやGCを制御するCDS機能を利用できます

〈システム価格〉　定価：1,500万円～
 ― OpenLab ECM XT システムライセンス
 ― 対象機器 20台
 ― スケジューラPC2台
 ― IQ/OQを含みます

※物理サーバ、クラウド等のサーバ費用を含みません

チャネル A

チャネル B

脱気ユニット
溶媒選択バルブ

パージバルブ

マルチレイヤ 
熱交換器

Jet Weaver 
ミキサ

高分解能 
ポンプ 
ドライブ

ドメイン 
コントローラー

スケジューラPC

クライアント

OpenLab  
サーバー

クロマト以外 
分析装置 PCあり

ECM XT：クロマト以外の PCデータを自動転送 /自動保存、ファイル操作の監査
証跡。ユーザーアクセス管理、PCのない分析機器データの取り込み、仮想プリン
ター機能

OpenLab ECM XTシステム
あらゆるタイプのデータ収集と管理

電子天秤 
PHメーター 
（PCなし）

RS232C/LAN 
変換器
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https://www.chem-agilent.com/appnote/pdf/an-comparability-nucleoutide-four-lc-systems-ss-126-1290-InfinityII-5994-4392ja-jp-agilent.pdf
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006758


バイオ医薬品向け UHPLC

1290 Infinity III Bio LCシステムでは、1290 
Infinity III Bioハイスピードポンプまたはフレキ
シブルポンプをご利用いただけます。きわめて要
求の厳しいアプリケーションを想定して設計され
ており、非常に緩やかなグラジエントに対応し、
優れた性能、精度、信頼性を発揮します。また、
生体適合性を備え、システムの堅牢性を維持し
ながら生体分子の完全性を確保できます。

またバッファアドバイザにより4つの原液の溶媒
を動的に調製するのが簡単になるため、バイオ
分析ワークフローを簡素化し、緩衝液の調製に
要す時間を大幅に短縮できます。

〈システム価格〉　定価：1,550万円～
 ― Bioフレキシブルポンプ（G7131A）
 ― Bioマルチサンプラ（G7137A）
 ― マルチカラムサーモスタット（G7116B）
 ― ダイオードアレイ検出器WR（G71115A）
 ― バッファアドバイザ
 ― OpenLab CDS WorkStation

1260 Infinity IIIメソッド開発システム

 ― バランスのとれたメソッド性能、最大 80 MPaに対応 – 標準で溶媒 15種類、カラム 4種類を切り替
え可能。選択性、分離能、および分析スピードの最適な組み合わせを効率的に決定可能

 ― ISET搭載1260 Infinity III Prime LC – 新しい1260 Infinity IIIフレキシブルポンプによってセットアッ
プの性能と柔軟性を高め、ISETを用いて、メソッド開発中にターゲットシステムを迅速にエミュレー
ション可能

 ― 100種類以上のクロマトグラフィー条件を自動スクリーニング – 手動でのシステム変更は必要なし

 ― ソフトウェアもすべてアジレント製品 – Agilentメソッドスカウティングウィザードを使用すると、溶媒消
費量と分析時間を最適化するためにスクリーニング条件を自動設定し、結果にフィルタをかけて最適な
分離条件の特定が可能

 ― 2.7 µm InfinityLab Poroshellカラムとの組み合わせ – 効率と選択性を最大化

 ― 使用カラムを追跡 – InfinityLab カラム IDタグでカラムを認識。温度安定性に問題がある場合など、
選択されたメソッドに使用できないカラムを自動的に除外

 ― 必要に応じたシステムアップグレード – 1290 Infinity IIIモジュールの追加でシステム機能を拡張。既
存システムの段階的なアップグレードも可能

 ― 化合物を確実に検出 – InfinityLab LC/MSDシステムや 1260 Infinity III蒸発光散乱検出器など、幅
広い検出器に接続可能

 ― QbD（Quality-by-Design）ワークフローを利用 – ChromSword Auto およびFusion QbD（サードパー
ティソフトウェア）との完全な互換性

〈システム価格〉　定価：1,350万円～
 ― Prime LC（G7104C）
 ― バイアルサンプラ（G7129B）
 ― マルチカラムサーモスタット カラム切替オプション付（G7116A）
 ― ダイオードアレイ検出器（G71117A）
 ― OpenLab ChemStation Workstationメソッドスカウティングウィザード ソフトウェア
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バイオ医薬品向け 2D-LC

2D-LCシステムでは、分析で必要となる高い分離能が得られます。これにより、コンプリヘンシブ二次元
液体クロマトグラフィー（2D-LC）、（マルチ）ハートカット 2D-LC分析、ハイレゾ（高分離能）サンプリング
を実現します。このシステムでは、バッファ分離をMS検出に対応させるために 2D-HPLCを使用できます。
また、使いやすいソフトウェアにより、迅速なメソッド設定および高度なデータ解析を実施します。

マルチハートカット2D-LCにより複雑なサンプルを分離し、コンプリヘンシブ 2D-LCにより、多数の化合
物を含む複雑なサンプルを分析します。Agilent 1290 Infinity IIIシステムの、実績のある優れた堅牢性は
この技術によるものです。イージースタートサービスを用いることで、完全な 2D-LCをこれまで以上に簡
単に実施できます。

〈システム価格〉　定価：4,300万円～
 ― Bioフレキシブルポンプ（G7131A）
 ― Bioマルチサンプラ（G7137A）
 ― マルチカラムサーモスタット（G7116B）
 ― 可変波長検出器（G7114B）
 ― 2D用バルブ
 ― Bioハイスピードポンプ（G7132A）
 ― ダイオードアレイ検出器WR（G71115A）
 ― OpenLab CDS WorkStation

1260 Infinity III Bio-SECシステム

メタルフリーの流路とオプションの高度な検出器を使い、 
生体ポリマーを確実に分析
1260 Infinity III Bio-SECシステムは、生体ポリマー分析の課題に対処できるように設計されたサイズ排
除クロマトグラフィー（SEC）システムです。高度な検出機能を使った、タンパク質のモル質量、純度、凝
集の分析には完璧なソリューションです。

 ― メタルフリーのサンプル流路が生体ポリマーの堅牢な特性解析が可能

 ― 高塩濃度耐性と広い pH範囲、そしてアクティブシール洗浄機能と4種類の移動相ブレンド機能が、高
い柔軟性を実現

 ― 大容量と冷却機能をもたらす、専用の SECカラムサーモスタット

 ― 多角度光散乱（MALS）検出器を柔軟に追加できるため、生体ポリマーの凝集体、サイズ、形状の特
性解析が可能（MALS：G7885A　1,500万円～）

 ― WinGPCソフトウェアによるコンプライアンスソフトウェアのサポートが、専用の SECソフトウェアプラッ
トフォームを提供

〈システム価格〉　定価：2,500万円～
 ― Bioフレキシブルポンプ（G7131A）
 ― Bioマルチサンプラ（G7137A）
 ― GPC/SECカラムサーモスタット（G7886A）
 ― 光散乱検出器（G7800A）
 ― 可変波長検出器（G7114B）
 ― OpenLab CDS WorkStation
 ― WinGPCソフトウェア

Protein A 
カラム

15分 /サンプル > 80%時間短縮

2D-LCの 
バルブ

SECカラム

1次元目のクロマトグラム 
力価分析

2次元目のクロマトグラム 
凝集体（純度）分析

Clone selection

Bio reactor

Quality control

HMW

Monomer

LMW

プロテインAによる抗体価試験 → 凝集体測定

232025-2026年度予算申請カタログ〈製薬・バイオ医薬〉

CMC、原薬、製剤　〈Value Chain編〉



1290 Infinity III Bio分析スケール LC精製システム

生体分子を保護する高性能で生体適合仕様の分析 LC精製システム
1290 Infinity III Bio分析スケール LC精製システムは UHPLC、バイナリ、またはクォータリで、バイオ
医薬品で使用される生体適合性材料で構成されています。高塩濃度および極端な pHの条件を使って化
合物単離を行うための、特に柔軟性と汎用性に優れたソリューションです。

 ― 生体適合性溶媒とサンプル流路によって生体分子の完全性を確保し、不要な表面相互作用を最小化

 ― 高塩濃度耐性と広い pH範囲により柔軟性と堅牢性が向上し、機器の稼働時間が向上

 ― マイクロタイタープレートに最大 4 x 96個のフラクションを、または、4種類の外径の試験管を使用可
能なコレクタでガラス製試験管に最大 216個のフラクションを採取可能

 ― 統合された自動フラクションディレイセンサ技術により、採取したフラクションの純度と回収率が向上

 ― 需要に基づいてフラクションキャパシティのアップグレードが可能。単離された化合物からのみ入手でき
るオーソゴナル分析情報により、ラボの効率が向上

〈システム価格〉　定価：1,920万円～
 ― Bioフレキシブルポンプ（G7131A）
 ― Bioマルチサンプラ（G7137A）
 ― マルチカラムサーモスタット（G7116B）
 ― ダイオードアレイ検出器WR（G71115A）
 ― バイオイナートフラクションコレクタ（G5664B）
 ― OpenLab CDS WorkStation

WICF（Agilent ICF Support Layer for Waters CDS）の概要

アジレント純正 Empowerドライバーをリリース
競争の激しい現在の環境において、多くのラボがコストの削減、トレーニング
時間の短縮、コンプライアンス対応の簡素化を迫られています。こうした目
標を達成する手段の 1つが、シングルベンダー CDSの導入です。他社製の
CDSでラボを標準化する場合でも、世界トップクラスの性能を誇るアジレント
製機器が使用できるようになります。

Supported and Serviced by Agilent

One Installer

WICF*ICF Empower
GC & HS 

Driver

LC & CE 
Driver

適用される Empowerバージョン
 ― Empower 3 FR 4以降のバージョンに対応 
（従来のWaters ICF SLも compatibilityあり）
 ― 既存 EmpowerでもWICFが対応可能

EmpowerとWICFによるネットワーク構築が可能

Customer's IT 
infrastructure

Citrix Servers

WICF WICF WICF

Citrix Client

Citrix Client

Database Server

LAC/E32

Acquisition  
Controller

WICF

WICF

LAC/E32

Acquisition  
Controller
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タンパク質解析用 LC/Q-TOFシステム

Agilent 6545XT AdvanceBio LC/Q-TOF システムは、バイオ医薬品の特性
解析で複数のワークフローを処理できるように設計されています。ペプチド解
析ではタンパク質のアミノ酸配列の情報を取得します。また翻訳後修飾を解
明する必要がある場合に、信頼性の高い結果を得ることができます。さらに
ExDセルを追加頂くと、インタクト分析でのシーケンスカバレッジが飛躍的に
向上し、ペプチド解析においてもイソロイシン /ロイシンなどの同重体の同定
が容易になります。

またペプチド解析のための煩雑な前処理が必要の場合、高性能分注機
（Bravo）のご提案も可能です。前処理の自動化により、人による誤差の低減、
スループットの向上が期待できます。

〈システム価格〉　定価：9,600万円～
 ― Bioフレキシブルポンプ（G7131A）
 ― Bioマルチサンプラ（G7137A）
 ― マルチカラムサーモスタット（G7116B）
 ― ダイオードアレイ検出器WR（G71115A）
 ― 6545XT Q-TOF LC/MS ExDセル付

オリゴ核酸合成確認用 LC/MSシステム

核酸医薬品は新しい創薬モダリティとして注目されており、近年開発および
研究が盛んに行われています。核酸医薬品は一般的に化学合成により製造
されており、合成したオリゴヌクレオチドが想定した塩基配列であるかを確認
することは、製品の品質を担保する上で重要です。

アジレントでは LC/MSを用いて、合成物の確認および不純物同定を簡便に
行うことができます。また LCも Bio LCを使用することで、不特異吸着を最
小限に抑えることができます。さらに IEX条件下でのMSの使用は一般的に
は適しませんが、2D-LCにアップグレードすることで、オンライン脱塩MSと
してもお使いいただけます。

〈システム価格〉　定価：5,600万円～
 ― Bioフレキシブルポンプ（G7131A）
 ― Bioマルチサンプラ（G7137A）
 ― マルチカラムサーモスタット（G7116B）
 ― ダイオードアレイ検出器WR（G71115A）
 ― 6230B TOF LC/MS

AssayMap Bravo ExDセル
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708-DS溶出試験器

カスタマイズと自動化
ラボのニーズに合わせてマニュアル、自動化を選択できる溶出試験器です。Agilent 708-DSは、お客様
の用途に合わせて最適なシステムに構成できるインテリジェントな設計とプラットフォームを提供します。
モーター駆動マニホールドによるベッセル内温度測定、自動サンプリングノズル、また錠剤自動投入など
を追加可能なコンポーネントを持つプラットフォームです。

 ― 自動化機能　アジレントは、708-DSに容易に統合できる 850-DSサンプリングステーション、Cary 
60分光光度計による自動化コンポーネントを提供

 ― 機器制御のオプション　タッチスクリーンによる制御、850-DSサンプリングステーションとの統合によ
る自動化、専用溶出試験ソフトDissolution Workstationによる自動制御ならびに規制対応

 ― 操作が簡単な、直感的に使用できるユーザーインタフェース　タッチスクリーンのディスプレイにより、
メソッドの設定、保存、および操作が簡単かつ迅速になります。装置の設定、試験パラメータ、診断
の制御が可能

 ― ファームウェアの機能強化　溶出試験結果の一貫性と信頼性を確保、プログラミング可能なサンプリン
グポジション。サンプリング時間及びメンテナンスアラーム。内蔵型プリンターよる記録の文書化

 ― 豊富なアクセサリコンポーネント　通常の 1 Lベッセル他、100 mL/200 mL/250 mL/2 Lベッセル、
PEAKベッセル
通常の 40 meshの他 8～ 325 meshの各サイズのバスケット、回転シリンダー、Intrinsic等、様々
な試験法に対応

 ― 規制対応 Tru Align ベッセル　アジレント独自ベッセルセンタリング機構により再現性の高いベッセル
設置
ベッセルの中心軸からのズレを最小限に抑え装置自体の変動要因を低減

 ― オープンアクセス設計　機械的校正における物理的パラメータの測定と検証が容易になり、Agilent 
280-DS_MQSを使用し迅速かつ容易に機械的校正を実行できるようになりました。校正頻度を高める
ことによりリスク低減が可能

708-DS　本体価格：350万円～　　　280-DS　本体価格：300万円～

HCP解析用 LC/MSシステム

宿主細胞由来タンパク質（HCP）は、医薬品製造に用いた宿主細胞に由来するタンパク質の総称です。ppmオーダーで含まれるHCPは、患者に予期しない免疫
反応を引き起こす可能性のある汚染物質で、規制当局によるガイドラインにおいてモニタリングが定められています。HCPの HPLCおよび LC/MS分析における
主な課題点は、医薬品由来の大量のペプチドと低存在量の HCPペプチドが共溶出することでした。しかし、新しいHPLC、LC/MS、およびカラム技術なら、ペ
プチドを適切に分離し、ppmレベルの同定を行うことができます。

分注機　2,000万円～　　　LC/MS　12,000万円～　
※ Protein Metrics解析ソフトは別途お問い合わせください

分注機　2,000万円～　　　LC/MS　10,000万円～

Agilent HCP Discovery Workflow Agilent HCP Quantitation Workflow

708-DS 溶出試験器

Data Processing  
and ReportDetectionOn-line SeparationSample Preparation

AssayMAP Bravo MassHunter 
Quantitative Analysis 
software with Skyline 
automation tool

Agilent 6495C Triple 
Quadrupole LC/MS 
system

1290 Infinity III LC 
system

AdvanceBio Peptide 
Plus column

Data Processing  
and ReportDetectionOn-line SeparationSample Preparation

AssayMAP Bravo

Enzymatic Digestion  
and Fractionation

6545XT AdvanceBio 
Q-TOF mass  
spectrometer

Iterative MS/MS

1290 Infinity III LC  
system

AdvanceBio Peptide 
Plus column
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ニトロソアミン分析ソリューション

API および医薬品中の変異原性不純物は、少量であっても健康や安全上の
重大なリスクとなるため、製薬会社にとっての大きな懸念事項です。変異原
性不純物は DNA を破壊する可能性があるため、突然変異やがんの誘発につ
ながります。微量の変異原性不純物の存在に対処および制御する取り組みは、
各国の規制当局の大きな関心事です。このため、米国 FDAやその他の規制
機関は、医薬品に含まれる変異原生不純物の問題を解決するための対策に
取り組んでいます。APIや医薬品に含まれる微量のニトロソアミンの検出と定
量は困難であり、高度な高感度ツールを使用して規制要件を満たすことが必
要な場合があります。

これらの不純物は、シングル四重極 GC/MS（GC/MSD）またはトリプル四重
極 GC/MS/MS（GC/TQ）（1）、トリプル四重極 LC/MS/MS（LC/TQ）また
は四重極飛行時間型 LC/MS（LC/Q-TOF）（2-7）のいずれかを使用して検出
できます。LC/MS/MS-ベースのメソッドは一般的に、非常に特異的で、高
い感度を提供します。このため、これらの機器は、原薬およびメトホルミン、
バルサルタン、ロサルタン、イルベサルタンなどの医薬品中のニトロソアミン
不純物を検出し定量化するメソッドの開発のための基盤として使用されてい 
ます。

〈システム価格〉
 ― 7010D GC/MS/MSシステム　定価：3,530万円～
 ― 6475 LC/MSMSシステム　定価：5,800万円～（MSのみ）
 ― 6546 LC/MS Q-TOFシステム　定価：8,400万円～（MSのみ） カラム消耗品 6546 LC/Q-TOF
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抽出物 /浸出物分析ソリューション

近年、医薬品安全性評価の対象として、医薬品包装資材からの溶出や加工
段階で移行する化学物質（Extractables & Leachables、E&L）が重視されて
います。点眼剤・注射シリンジ・点滴バッグ・経皮吸収剤など、直接人体に
導入される形態の薬剤で、E&Lはとりわけ深刻な問題となっています。問題
となる E&Lは、パーティクルなどの異物の他に、有害金属 /重金属、揮発
性残留物、不揮発性不純物を始めとする化学物質が挙げられます。アジレン
トでは次のようなソリューションを提供しています。

医薬品の抽出物 /浸出物に対するアジレントの包括的なアプローチ

7900  
ICP-MS

7010  
GC/QQQ

7697A  
Headspace GC

7250  
GC/Q-TOF

6400シリーズ 
LC/QQQシステム

Infinity Ⅲ 
LC システム

6500 シリーズ 
Q-TOF

Agilentが提案する E&L（Extractables & Leachables）分析ソリューション
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7010D GC/MSMS 6475 LC/MSMS
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ヘッドスペースサンプラ付きガスクロマトグラフ 残留溶媒分析システム

残留溶媒分析

 ― USP467をはじめ、最新の ICH-Q3Cや日本薬局方の要求に対応

 ― 窒素や水素キャリアガスでの測定実績

革新技術

 ― 第 6世代エレクトロニックニューマティクスコントロール（EPC）搭載

 ― リークチェック機能によるダウンタイムの少ない装置稼働

 ― GC側のタッチパネルからHSSとGCの一元管理が可能

ヘリウムガスの節約

 ― 自動節約機能のガスセーバーを標準搭載

 ― ソフトウェアから操作可能なキャリアガス切替モジュールに対応

装置コントロール

 ― OpenLab CDSによるDataIntegrity対応

 ― 3rd Party CDSからの制御にも対応

Website：残留溶媒の分析

〈システム価格〉　定価：790万円～
 ― 8890 GC
 ― 8697 HSS
 ― OpenLab CDS DI対応モデル
 ― バリデーション込み

ルーティン分析に適した HPLC

スタンダードLC　1260 Infinity III

ラボのルーティン運用をサポート

 ― InfinityLab Assistによるタスク管理

 ― 装置の立ち上げをスケジュール化

 ― スマートパージによる自動パージ

 ― 溶媒の残量管理機能

 ― ガイド付きのトラブルシューティング

柔軟な装置コントロール

 ― 3rd Party CDSからのコントロールに対応

 ― 既存のラボ CDSネットワークと接続可能

〈システム価格〉　定価：780万円～
 ― 1260 Infinity III 一式
 ― OpenLab CDS DI対応モデル
 ― バリデーション込み

コンパクトな一体型 LC　1220 Infinity II

最小のフットプリント

横幅 37 cm ×奥行き42 cm×高さ64 cm 
100 V電源 1本で稼働

シンプルな構成

① アイソポンプ /マニュアルインジェクタ /UV検出器 
② グラジエントポンプ /マニュアルインジェクタ /UV検出器 
③ グラジエントポンプ /オートサンプラ /カラム恒温槽 /UV検出器 
④  グラジエントポンプ /オートサンプラ /カラム恒温槽 / 
ダイオードアレイ検出器 
40 MPa/60 MPa仕様より選択 
グラジエントポンプにはデガッサ内蔵

〈システム価格〉　定価：210万円～
 ― 2nd検出器 
（蛍光検出器、示差屈折検出器、ELSDなど）
 ― フラクションコレクタの追加が可能

Website：JP18医薬品各条の試験項目のHPLC分析で該当するアジレントHPLCカラム

18.0
16.0
14.0
12.0
10.0

8.0
6.0
4.0
2.0
0.0

スプリット100：1 スプリットレス

1.6
3.2

8.0

ガスセーバー
使用

ガスセーバー
（待機中）

低スプリット
（待機中）

6.6

ガスセーバー
使用

7000 Lボンベ 1本で供給できる月数
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ICP発光分光分析 & ICP-MS元素不純物分析システム

元素不純物分析

 ― USP233、ICH-Q3Dや最新の日本薬局方の要求に対応

 ― 要求感度やサンプルマトリクスに応じて、ICP-OESもしくはMSの最適な
モデルをご提案

 ― DataIntegrityに対応したソフトウェア

信頼の実績

 ― エンジニア数や部品在庫など安心のサポート体制

 ― 無機分析に必要とされるラボ環境のコンサルティング力

Website：変異原性不純物の分析

Agilent 5800 ICP-OES

Agilent 7850 ICP-MS

〈システム価格〉　定価：1,300万円～
 ― 5800 VDVモデル
 ― 制御 /解析ソフトウェア
 ― アクセス管理 &データベースソフト
 ― バリデーション込み

〈システム価格〉　定価：2,700万円～
 ― 7850モデル H2セルガス搭載
 ― インテグレートオートサンプラ
 ― 制御 /解析ソフトウェア
 ― アクセス管理 &データベースソフト
 ― バリデーション込み

コンパクトマルチ ICP

最小のフットプリント

最速の CCD検出器

高マトリクス対応の導入系

垂直トーチによるロバストネス

100 V ノンフロンチラー対応

 ― ICH/USPクラス毎の標準溶液

 ― 最適化された内部標準溶液

品質管理向け　分光分析ソリューション

Cary 60 UV-Vis分光光度計
 ― 波長域：190～ 1,100 nm

 ― 超高速スキャン測定

 ― キセノンフラッシュランプによる長寿命

 ― ファイバープローブによる直接測定に対応

〈システム価格〉　定価：210万円～
 ― 制御 PC
 ― バリデーション込み

Cary 3500 UV-Vis 分光光度計
 ― 波長域：190～ 1,100 nm

 ― キセノンフラッシュランプによる長寿命

 ― 8セルマルチモジュールによる同時測定

 ― 内蔵ペルチェにより0～ 110℃の温調

〈システム価格〉　定価：375万円～
 ― 制御 PC
 ― バリデーション込み

Cary 630 FTIR 分光光度計
 ― 持ち運び可能なコンパクト設計

 ― ATR、透過など各種アタッチメントを簡単交
換

 ― ナビゲーションに沿うだけの簡単操作

〈システム価格〉　定価：310万円～
 ― 制御 PC
 ― バリデーション込み

Simplify Testing of Elemental Impurities 
in Pharmaceuticals with Agilent’s 
Certified Reference Materials

ICH Q3D/USP <233> Elemental Impurities Portfolio
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全自動ハイスループット電気泳動装置 Agilent 4150/4200 TapeStation System

次世代シーケンサ、マイクロアレイ、QPCR等における多検体のサンプル
QCに最適なシステムです。ゲル充填済の ScreenTapeを使用するので、よ
りハイスループットな分析を可能にします。

 ― 1台で RNA、DNAの両方のサンプルを分析

 ― DIN（DNA Integrity Number） と RINe（RNA Integrity Number 
equivalent）でDNAとRNAそれぞれの分解度指標を自動計算

 ― 次世代シーケンサ、マイクロアレイに使用するサンプルの QCに必須

 ― 1サンプル 1-2分の高速分析

 ― 独立レーン方式によりクロスコンタミを排除

〈システム価格〉　
 ― 4200　定価：760万円～
 ― 4150　定価：400万円～

Femto Pulse System

Femto Pulse Systemは、パルスフィールド電気泳動電源を搭載しており、従来の全自動電気泳動シス
テムでは解析が困難であった高分子 DNAの解析が可能です。Femto Pulse Systemの泳動時間はわず
か 1時間です。

 ― 高分子量ゲノム DNA

 ― Large DNAフラグメントライブラリ

 ― BAC クローン

 ― シングルセル由来ゲノム DNA・Total RNA

 ― 低濃度 NGSライブラリ

 ― cell-free DNA

 ― FFPE由来核酸

 ― 単一または複数の DNAフラグメント

〈システム価格〉　定価：1,050万円～
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Fragment Analyzer System

Fragment Analyzer Systemは、自動化されたパラレルキャピラリー電気泳動を利用して、核酸の信頼
性の高い品質管理（QC）を行います。非常に高い分離能とサイズ正確性を持ち合わせています。

5200 Fragment Analyzer System

 ― ミディアムスループットタイプ

 ― 12～ 96サンプルを 1日に 1～ 3回分析

5300 Fragment Analyzer System

 ― ハイスループットタイプ

 ― 1～ 2枚の 96ウェルプレートを 1日に最大 3回分析

5400 Fragment Analyzer System

 ― ウルトラハイスループットタイプ

 ― 1日に 3枚以上の 96ウェルプレートを分析、ロボットによる自動化システムに対応可能

〈システム価格〉　
 ― 5200　定価：750万円～
 ― 5300　定価：960万円～
 ― 5400　定価：1,150万円～

ZAG DNA Analyzer System

DNAフラグメントの定性分析用に設計されたハイスループットキャピラリ電気泳動機器です。ZAG DNA 
Analyzer Systemを使うと、1日に数千もの DNAフラグメントサンプルをスクリーニングできます。その
直感的なソフトウェアは、バッチ処理を使用して、自動的に対象サンプルをマークしますので、最も重要な
情報を簡単に分析できるようになります。

 ― 最高 3 bp差の DNAフラグメントの明確な分離とサイジング

 ― 24時間で 48枚の 96ウェルのサンプルトレイを分析

 ― 35 bp～ 20,000 bpのフラグメントのサイズ決定が可能

 ― 最短わずか 20分でサンプル分析が可能

 ― 解析ソフトウェアにより、分析後に自動的にデータを処理・レポート出力可能

〈システム価格〉　定価：960万円～

ProteoAnalyzer System

モノクローナル抗体、バイオシミラー、粗抽出物、タンパク質の精製フラクションなど、還元タンパク質と
非還元タンパク質の両方のサンプルの評価を目的とした自動キャピラリ電気泳動装置です。効率的なサン
プル調製と直感的なソフトウェアにより、シンプルなタンパク質分析ワークフローを実現し、対象のタンパ
ク質のサイズと純度を簡単に分析できます。

 ― 自動パラレルキャピラリSDSゲル電気泳動（CE-SDS）により、10～ 240 kDaのタンパク質の泳動を
効率化

 ― キャピラリアレイにより、最大 12サンプルを 30分で同時に分析可能

 ― データ解析ソフトウェア ProSizeにより、タンパク質サンプルの泳動結果をデジタルデータで生成し、
迅速かつ簡単に分析可能

〈システム価格〉　定価：1,100万円～
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Agilent InfinityLabポートフォーリオ

Agilent InfinityLab LCシステム /ソリューションポートフォリオ

ハイエンドLC コア LC コア LC（一体型） Bio LC

1290 Infinity III LC 1260 Infinity III LC 1220 Infinity II LC

Online LC/PAT InfinityLab LC分取精製 SFC 溶出試験 キャピラリー電気泳動

1260 Infinity III Prime オンライン LC 1260/1290 Infinity II分取精製 LC/MSD 1260 Infinity III SFC, SFC/MS 
ハイブリッドSFC/HPLC/MS

708-DS, 400, BIO-DIS, Nanoparticle Dissolution 7100 CE & CE/MS

バイナリ
クォータナリ

アイソクラティック

Bio 2D-LC

InfinityLabワークフローオートメーション GPC/SEC

メソッド開発、マルチメソッド、ISET、2D-LC、バルブソリューション（オンライン濃縮 &クリーンアップ等）、不純物分析ソリューション 1260/1290 Infinity II GPC, MDS GPC/SEC, 高温 GPC

1260 Infinity III 
バイオイナート

1260 Infinity III Prime Bio 
1290 Infinity III Bio LCPrime LC

フレキシブル
ハイスピード

AdvanceBio 
LC/Q-TOF

Agilent InfinityLab LCソリューションは、あらゆるアプリケーションや予算に対応できる、 
幅広い液体クロマトグラフィーソリューションを提供しています。

Agilent InfinityLab LCシリーズ
Agilent InfinityLab LCシリーズは、分析の可能性を広げる究極の（U）HPLCです。各
シリーズの多彩な圧力流量範囲（パワーレンジ）により、最適なシステムを選択できます。

コストを抑えながら、優れたクロマトグラフィー性能を実現します。

1260 Infinity lll VL LC
（耐圧 40 MPa）

1260 Infinity lll LC
（耐圧 60 MPa）

1260 Infinity lll  
Prime LC

（耐圧 80 MPa）

1290 Infinity lll LC
（耐圧 130 MPa）

InfinityLab LCの圧力流量範囲
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New   Agilent Infinity IIIシリーズ 液体クロマトグラフィ

1290、1260 Infinity II LCシステムは、液体クロマトグラフィーの課題を克
服し、日常業務を効率化するための支援として、面倒な手動プロセスを簡素
化し、予定外のシステムダウンタイムを減らし、いつでもどこでも LCを常時
コントロールできるスマートツールを搭載しています。

InfinityLab Assist
InfinityLab Assistは、LCの新しい「頭脳」です。

InfinityLab Assistインターフェースから、装置の状況を確認することができ
ます。画面構成はカスタマイズ可能です。

ラボの日常業務の利便性を高め、エラーを減らし、効率性を高めるため、下
記のような機能を備えています。

ルーチン作業の自動化
InfinityLab Assistタスク機能により、分析準備やシャットダウンのタスクをプ
ログラムし、スケジュールを組むことができます。ルーチンタスクを自動化す
ることで、ラボに来るまでにHPLCを準備してくれます。

パージ作業を自動化
InfinityLab Assistスマートパージにより、1260 Infinity ll/lllシステムでもス
マートパージ機能が使えるようになりました。

ポンプとオートサンプラを活用し、煩雑なマニュアル作業を最小化します。

ISET（Intelligent System Emulation Technology）搭載
様々な LCシステム間でスムーズな分析法移管を実現する ISETを搭載、ア
ジレントまたは他社 LC で開発した分析条件で得られる保持時間およびピー
ク分離を確実に再現します。。装置ディレイボリュームが非常に小さく、耐圧
130 MPaで広範囲なアプリケーションをカバーするAgilent 1290 Infnity lll 
LCと ISETにより、HPLC、UHPLCのスムーズな分析法移管を可能にします。

高い費用対効果
Infinity III LCは完全な後方互換性があり、以前の Infinity II LCと同様にす
ぐに機能します。

LCをモジュール単位で拡張し、異なるシリーズのモジュールを混在させ、シー
ムレスにメソッド移管することができます。

1260 Infinity IIIシステム 
〈システム価格〉　定価：800万円～

 ― クォーターナリポンプ VL（デガッサ内蔵）
 ― InfinityLab Aasist
 ― バイアルサンプラ
 ― カラムコンパートメント
 ― UV-Vis検出器
 ― OpenLab CDS VL（PC含まず）

InfinityLab Assist 
インターフェース

InfinityLab Assist 
ハブ

1100 Series LC Waters
Alliance HPLC

1220 Infinity LC

1200 Series LC

Waters 
Acquity H-class UPLC

Shimadzu Prominence
HPLC（LC20AB/AT）

1260 Infinity LC
1290 Infnity lll LC

1260 Infnity lll
Prime LC

Infinity ll LCに、
InfinityLab Assist
を追加1290 Infinity IIIシステム 

〈システム価格〉　定価：1,300万円～
 ― フレックスポンプ（デガッサ内蔵）
 ― InfinityLab Assist
 ― バイアルサンプラ
 ― カラムコンパートメント
 ― UV-Vis検出器
 ― OpenLab CDS （PC含む）
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InfinityLabレベルセンシング

LCの移動相を枯らすことはもうありません。重
量を計測するレベルセンシングにより、移動相枯
渇による再分析リスクを防ぎます。

シンプルなユーザーインターフェースにより、位
置と残量、および閾値が表示されます。

また、シーケンスをかける前に移動相の消費量
を事前に予測することも可能です。OpenLab 
CDSに完全に統合されており、手遅れになる前
に警告を受け取ることができます。

ACTラベルを 1260/1290 Infinity IIIで取得

1260/1290 Infinity IIIは、ACTラベリングは、製品の環境影響を測定し、継続的な改善によって削減するための基準値となるACTラベルを取得しています。

アジレントは、科学の持続可能性を向上させるため
の組織であるMy Green Labの「Transformative 
Level」パートナーです。

第三者監査による説明責任、一貫性、透明性（ACT）ラベリン
グを達成するため、My Green Labと協力。

WATER  
CONSUMPTION

NONHAZARDOUS  
WASTE

HAZARDOUS  
WASTE

ENERGY  
CONSUMPTION

SHIPPING  
IMPACT

PACKAGING

InfinityLab  
セーフティキャップ

InfinityLab 
移動相ボトル

InfinityLab 
レベルセンシング

既存モジュール・メソッドとの抜群の互換性

Agilent 1260 Infinity III LCは既存システムとの
優れたメソッド互換性があります。

さらに、既存メソッドの移管だけでなく、既存メ
ソッドを活かした高速 ･高分離を可能にします。

 Method Transfer from an 
Agilent 1100 Series Quaternary LC to 
an Agilent 1260 Infi nity II LC
Proof of Equivalency for the Analysis of 
Antihistaminic Drugs

Application Note

Author
Sonja Krieger
Agilent Technologies, Inc.
Waldbronn, Germany

Small Molecule Pharmaceuticals

Abstract
The transfer of conventional LC methods from legacy equipment to new 
instrumentation is an important topic in all laboratories. This Application Note 
shows the transfer of a conventional LC method for the analysis of antihistaminic 
drugs from an Agilent 1100 Series Quaternary LC to an Agilent 1260 Infi nity II LC, 
and proves that equivalent results in terms of retention times and resolution are 
obtained. Also, the conventional LC method is transferred to UHPLC conditions 
optimized for resolution as well as for speed using the 1260 Infi nity II LC. This 
offers the possibility of increasing peak resolution, while enabling time and 
solvent savings.

Time (min)

mAU

Agilent 1260 Infinity II LC

Agilent 1100 Series LC

Agilent 1260 Infinity III LC

Agilent 1100 Series LC

4

USP システム適合性の要件

O-アルキル化化合物のリテンションタイムは、 
イオヘキソールのエキソ異性体の 1.0 に対して 

1.1～ 1.4 である

イオヘキソール関連化合物 A と 
イオヘキソール関連化合物 C の分離能 R は  

20.0 以上である

イオヘキソール関連化合物 C のピーク面積は、 
クロマトグラムの全ピークの総面積と比較して 

0.5 ± 0.1 % である

Agilent ZORBAX SB-C18、 
4.6 × 250 mm、5 µm

20.25～ 25.78 分 51.1 0.55 %

Agilent InfinityLab Poroshell 120 Aq-C18、 
4.6 × 100 mm、2.7 µm 
（部品番号 695975-742）

5.03～ 6.40 分 45.9 0.55 %

表 3. システム適合性の概要

図 1. 粒子径サイズの異なる両カラムを用いた、イオヘキソール中の関連化合物分析用のシステム適性溶液のクロマトグラム
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Agilent ZORBAX SB-C18、4.6 × 250 mm、5 µm

ピーク 1 の (tR/Wh)
2  比：3,890

ピーク 4 の (tR/Wh)
2  比：20,217

Rs1,4 = 51.1

分析時間：60 分

Agilent InfinityLab Poroshell 120 Aq-C18、4.6 × 100 mm、2.7 µm

ピーク 1 の (tR/Wh)
2  比：3,023

ピーク 4 の (tR/Wh)
2  比：25,290

Rs1,4 = 45.9

分析時間：13 分

1

2 3

1

2 3

4

1. イオヘキソール関連化合物 A
2. イオヘキソールのエンド異性体
3. イオヘキソールのエキソ異性体
4. イオヘキソール関連化合物 C

4

1100 Series LCから 1260 series LCへのメソッド移管 USP <621> ガイドラインに従った HPLCメソッドの移管

Application Note：5991-6914EN Application Note：5994-6756JAJP
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InfinityLabサンプル IDリーダー

サンプルの置き間違いによる再分析、それを防ぐためのダブルチェックに時間をかけていませんか ?

マルチサンプラに搭載可能なバーコードリーダーが解決します。

バイアル位置の入力は不要で、時間を大幅に節約します。

サンプルの誤分析によるコストとダウンタイムを削減します。

LIMSから提出された 
分析リクエスト

LCはトレイをスキャンし、 
サンプルがどこにあっても見つける

分析開始 結果を確認し、 
LIMSに送信

ピペッティング作業中に 
サンプル IDとバイアルをリンク

LIMS Tray OpenLab CDSSample 
Scheduler

Linking station

InfinityLab
認定 IDバイアル

InfinityLab
サンプル IDリーダー

サンプルリンクステーション
サンプルリンクソフトウェア

InfinityLabサンプル IDリーダーとアドバンスドサンプルリンキングワークフロー

確認
 ― 内蔵カメラでバーコードをスキャン、バイアル位置とバーコードを紐づけすることで
バイアル位置が正しいかの確認が可能

技術概要：5994-7568JAJP

AnyPlace
 ― どの場所にバイアルを設置しても、バーコードIDとバイアル位置を紐づけし、シーケン
ス設定通りに注入を実施

 ― 空のバイアル位置にサンプルを置くだけ
 ― 場所探しや片づけの時間を削減

技術概要：5994-7569JAJP

アドバンスドサンプルリンキング
 ― シームレスなワークフロー
 ― LIMSへの接続と自動シーケンス生成による効率的でエラーのないデータ転送
 ― デジタルでエラーのないサンプル IDとバイアルバーコードのリンク

ホワイトペーパー：5994-7570JAJP

352025-2026年度予算申請カタログ〈製薬・バイオ医薬〉

HPLC　〈製品・ソリューション編〉

http://www.chem-agilent.com/pdf/to-infinitylab-sample-id-reader-confirmation-hplc-5994-7568ja-jp-agilent.pdf
http://www.chem-agilent.com/pdf/to-infinitylab-sample-id-reader-identification-hplc-5994-7569ja-jp-agilent.pdf
http://www.chem-agilent.com/pdf/wp-advanced-sample-linking-hplc-systems-5994-7570ja-jp-agilent.pdf


Agilent InfinityLab LC分取精製ソリューション

分析スケール UVベース分取精製システム 
〈システム価格〉　定価：870万円～

 ― VWD、OpenLab CDS（PC含む）

分取スケール UVベース分取精製システム 
〈システム価格〉　定価：950万円～

 ― バルブベースフラクションコレクタ、VWD、OpenLab 
CDS （PC含む）

簡単で多彩なトリガー設定
時間、ピーク、質量（またはこれらの組み合わせ）をベー
スにした分取に対応可能で、さまざまな検出器でフラク
ショントリガーを設定できます。コントロールエリアネッ
トワーク（CAN）によるスマートなリアルタイムデータ処
理により迅速かつ正確なフラクションコレクションを実
現します。また、OpenLab CDS 2/ChemStationでは、
フラクションコレクションパラメータ設定をグラフィカル
画面で誰でも簡単に設定できる画期的なフラクションプ
レビュー機能を標準搭載しています。

独自のフラクションディレイセンサー
アジレントが特許を有するフラクションディレイセンサー
技術により、正確なフラクションディレイボリュームを自
動測定します。すべてのフラクションコレクタにディレイ
センサーを標準搭載、あらゆるスケールで高純度で回
収率の優れた分取精製が行えます。

Automated Purification システム
分析スケールから分取スケールへの自動スケールアップ
ワークフローをサポートする Automated Purification 
ソフトウェアにより、高効率でのスケールアップはもち
ろん、ターゲット成分の単離に注目したフォーカスグラ
ジエント条件の自動作成、自動分析が可能です。ター
ゲットピークと不純物ピークの分離度を自動的に最適
化することによって、分取 LC（/MS）でのさらなる効率
アップと純度、回収率向上を実現します。

フラクションプレビュー機能により、予め採取したクロマトグラ
ム上で最適なピークトリガーパラメータをクリック操作だけで
設定することができます。

ディレイセンサー

UV 検出器 ダイバータバルブ
廃液

時間 [分]0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

mAU

0
200

600

1000

1400

時間 [分]0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

FDS

0
0.2

0.6

1.0

1.4

tD UV

FDS

ディレイキャリブレー
ションサンプルの
注入（カラムなし）

フラクションコレクタ

フラクション
ディレイセンサー
（FDS）

一般的なグラジエント

フォーカスグラジエント

分析 セミ分取 分取

精製域 マイクログラム（µg） ミリグラム（mg） グラム（g）

Agilent 1220/1260/1290 Infinity II 
分析スケール LC分取精製システム

Agilent 1260 Infinity II  
分取精製 LCシステム

Agilent 1290 Infinity II  
分取精製 LCシステム

カラム内径 4.6 mm 10 mm (½) 20–25 mm (1) 30 mm 50 mm (2)

流量（mL/min） 1 4.7 20–25 42 118

  ポンプヘッドの交換により流量範囲の拡大が可能

0.01 – 10 mL/min

1 – 50 mL/min

4 – 200 mL/min1 – 50 mL/min
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Agilent InfinityLab Bio-SECソリューション

アジレントでは、生体高分子分析に威力を発揮するBio SECソリューションに、新しく多角度光散乱検出
器MALSや、規制対応した GPC解析ソフトウェア、WinGPCソフトウェアなどが GPC/SECシステムポー
トフォリオに加わり、医薬品分野で需要が高まる生体高分子分析においてもソリューション提供が可能とな
りました。

最高のリテンションタイム再現性
日間はもちろん数日間に渡たって優れたリテン
ションタイム再現性を発揮します。カラムを恒温
にすることで検出器ノイズとベースラインドリフト
が抑制できます。

優れた再現性での温度コントロール
30 cmの GPC/SECカラムを収納可能なサーモ
スタットは優れた温度再現性で、高精度な分子
量測定を実現します。カラムの加熱 /冷却機能
を搭載し、カラムと検出器の迅速な温度平衡化
が可能です。

GPC/SECソフトウェア

アジレントは、従来の GPC/SECから高度な GPC/SECまで、お客様のラボ環境に適した GPC/SEC分析用ソフトウェアを提供しています。WinGPCソフトウェア
または OpenLab CDS用 GPC/SECソフトウェアの 2つから選択可能です。

WinGPC： 
GPC/SECのための one-stopソリューション
WinGPCは、すべての GPC/SECワークフローをカバーす
るためにエキスパートによって開発されたソフトウェアです。
WinGPCソフトウェアはコンプライアンスエディション、ク
ライアント /サーバー機能を有するエディションなど、様々
なエディションから構成されたソフトウェアパッケージです。
各エディションで、様々なアドオンソフトウェアをオプション
選択できます。正確で高精度なポリマー分析結果を
WinGPCソフトウェアが提供します。WinGPC独自のレポー
ト機能とデータ表示オプションにより、多彩なデータ解析を
行うことができます。システムと分析結果を統合することで、
ワークフローの更なる効率化を目指します。

OpenLab CDS用 
GPC/SECソフトウェア
OpenLab CDSは、HPLCとGPC/SEC分析の両
方に対応した汎用性の高いソフトウェアパッケージ
です。OpenLab CDSの抜群の操作性とデータイン
テグリティの優れた機能はそのままに、GPCクロマ
トグラムデータ採取からGPCデータ解析までをサ
ポート。ポリマーのサイズや形状の解析に必要な分
子量および分岐計算の実行が可能です。日本語
OS、日本語 CDS上で動作可能。快適な環境で
GPC分析を行うことができます。（GPC/SECソフ
トウェア画面は英語表示） 〈システム価格〉　定価：1,320万円～

 ― Bio SECシステム
 ― Bio LCフレキシブルポンプ
 ― Bio LCマルチサンプラ
 ― マルチカラムサーモスタット
 ― UV-Vis検出器
 ― OpenLab CDS （PC含む）
 ― GPC/SECアドオンソフトウェア

安定したベースラインで高精度な分析結果が得られ
ます。

10

4

min 2 3

5
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7

mV
8

Column temperature control

No temperature control

5 10 15 20 25 300 min 40 5035

-10,000

5,000

0

-5,000

20,000

25,000

15,000

10,000

nRIU

Day 1
Day 5

Day 10
Day 20

Styrene acrylonitrile sample

各 10回分析の重ね書き（20日間）。長期間
にわたって、非常に優れたリテンションタイム
再現性を実現します。

1260 Infinity II MALS 
多角度光散乱検出器（G7885A）
多角度（20アングル）での光散乱検出。高精度な
Rg計算が可能です。Bioコンパチブル素材でのフ
ローセルの提供が可能であり、生体高分子の正
確で高精度な絶対分子量、サイズ測定が行えます。

1260 Infinity II 光散乱検出器 
Multi Detector Suite（MDS）（G7800A） 
Bio MDS（G7805AA）
2アングルでの光散乱測定が可能で動的光散乱測
定にも対応。RgとRhの両方を測定できます。光
散乱検出器以外に、粘度計、示差屈折率検出器
の増設可能です。
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CZEモードによる防腐剤の分析例
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MEKCモードによる風邪薬の分析例 CGEモードによるDNAの分析例

Agilent 7100キャピラリ電気泳動システム

キャピラリー電気泳動（CE）は液体クロマトグラフィーでの分離が困難な生体
分子、低分子量の塩基性 /酸性薬剤、イオンといった帯電物質の分析におい
て、優れた効率と高い分離能による高速分離を実現します。また、アジレン
トのすべての質量分析計と組み合わせて使用することができますので、ワン
ベンダーソリューションならではの信頼性が結集した Agilent 7100は、最高
レベルの CEおよび CE/MSシステムを提供します。

〈システム価格〉　定価：10,000万円～
 ― G7100 CE
 ― G6530 Q-TOF
 ― MassHunter
 ― MassProfiler Professional（MPP）
 ― MPP PathWay
 ― ChemVistaMetlin
 ― MassHunter VistaFlexソフトウェア

CEの汎用性 – 無機イオン分析からタンパク質分析まで

キャピラリーゾーン電気泳動（CZE）
CZEは、もっとも基本的なモードのCEです。CZEでは、
キャピラリーが泳動液（バッファ）で満たされ、入口側か
ら注入されたイオンが異なる速度で移動することにより
分離が起こります。

ミセル動電クロマトグラフィ（MEKC）
MEKC（電気泳動とクロマトグラフィのハイブリッド）は、
生物薬剤分析や低分子分析で広く用いられているモード
です。中性物質と荷電物質の両方の分離に用いる分離
モードです。

キャピラリーゲル電気泳動（CGE）
CGEは、タンパク質や核酸などの高分子を分子の大き
さによって分離するモードです。荷電物質がポリマー中
を移動する際に、大きい物質は小さい物質よりも動きが
妨げられます。DNAや SDS可溶化タンパク質などの高
分子は、質量電荷比が同じため、ゲルを使わなければ
分離できません。

t > 0

t = 0

CGE

ポリマーマトリックス
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LC/MSの種類と特徴

6400シリーズ Triple Quad （QQQ)
高感度定量、ピコグラム、フェムトグラムレベルの定量感度があり、
食品中の残留農薬、環境中の化学汚染物質、医薬品代謝物と薬物
動態等のアプリケーションで使用

〈システム価格〉　定価：4,900万円～

MS/MS

定性 定量

MS

6500シリーズ Q-TOF
タンパク質、ペプチド、代謝物解析や新規医薬
品の探索における精密質量をベースにした構造
解析、食品、環境向けの未知物質の確認のため
の高い定性性能を持つ

〈システム価格〉　定価：6,500万円～

6200シリーズ Time of Flight（TOF）
高い質量正確さを生かしたタンパク質、ペプチド
定性、代謝物の定性、定量、網羅的解析。化
合物のスクリーニングと確認のためのハイスルー
プット精密質量分析用

〈システム価格〉　定価：4,000万円～

LC/Q-TOF用 ExDセル

Agilent ExDセルは、Agilent 6545XT AdvanceBio LC/Q-TOFの追加アク
セサリです。電子捕獲解離（ECD）を導入することで、ペプチドとプロテイン
の特性解析を行うプラットフォーム機能を強化します。ECDは、従来の衝突
誘起解離（CID）を補完する分子フラグメンテーションの追加技術です。ExD
セルを用いることで、インタクトプロテインをトップダウンからフラグメント化
し、側鎖フラグメントにより同重体残基を区別して、グリコシル化やリン酸化
などの脆弱な修飾を維持しながら有益なフラグメントを生成することが可能に
なります。

特徴

 ― インタクトプロテインなどトップダウン、ミドルダウンアプローチ

 ― ボトムアップアプローチでは I/Lなどの異性体の判別

 ― ペプチド主鎖（-b, -yだけでなく、-c, -zなども多い）を開裂させる

 ― 側鎖の修飾部位の特定

 ― 結果に対する信頼度の向上

 ― 微調整にかかる時間が短縮

6545 LC/Q-TOF用 ExDセル　定価：1,670万円～

Agilent ExDViewer ソフトウェア（Free Ware）

6100シリーズ Single Quad（SQ）
分子量確認（定性）、LCの高感度検出器（定量）として使用可能

〈システム価格〉　定価：1,500万円～

392025-2026年度予算申請カタログ〈製薬・バイオ医薬〉

LC/MS　〈製品・ソリューション編〉



MassHunterワークステーションソフトウェア

装置制御から最終レポートまでのMS処理を簡略化 ー  
スループットの最大化と信頼性の高い結果
Agilent MassHunterワークステーションソフトウェアは、アジレントの飛行
時間型（TOF）、四重極飛行時間型（Q-TOF）、ICP-MS、トリプル四重極の
各質量分析システムで、直観的でさらに強力な装置の制御、データ取り込み、
定性データと定量データの分析、レポート作成を実現します。

装置制御から最終レポートまでのMS分析が簡単になるように基礎からデザ
インされたMassHunterワークステーションソフトウェアを、アプリケーション
に特化したMassHunterソフトウェアパッケージで補完すると、発現プロファ
イリングなどの専門的な分析作業をさらに能率的に行えます。

特徴

 ― LC/MS、GC/MS、ICP/MSと共通のプラットフォームで利便性が高い

 ― 未知化合物の定性分析、ターゲット化合物の定量分析などに特化した個
別のモジュールによる、強力でありながらシンプルなデータ解析

 ― 日本語対応

 ― コンプライアンス対応

 ― 2D-LC対応

 ― オプションソフトを追加により、専門性の高い解析が可能

BioConfirmソフトウェア

Agilent MassHunter BioConfirmソフトウェアは、オリゴヌクレオチド分析
やインタクトプロテイン分析、ペプチドマッピング、ルーチンのグリカンプロファ
イリングのワークフローに最適化されており、生体分子のルーチンの特性解
析が可能です。この LC/TOF、Q-TOF用のバイオ医薬品ソフトウェアは、モ
ノクローナル抗体やオリゴヌクレオチドといったバイオ医薬品の包括的な質量
分析ソリューションの一部です。BioConfirmネットワークワークステーション
は、高度なセキュリティ機能と搭載された技術管理機能により、データインテ
グリティを維持しながら、セキュリティリスクを最小限に抑えます。

アジレントのバイオ医薬品ワークフローは、自動化されたサンプル前処理か
ら分離と検出、データ解析とレポート作成まで、非常に高度な分析を提供し
ます。薬物抗体比（DAR）計算ツール、柔軟なレポートテンプレート、
MassHunter WalkUpとの統合により、専門家でなくとも、LC/MSの機能
をルーチン分析で使うことができます。

特徴

 ― タンパク、ペプチド解析機能

 ― ADC解析機能

 ― オリゴ核酸解析機能

 ― コンプライアンス対応

BioConfirmソフトウェア　定価：210万円～

シーケンス解析の結果はフラグメントラダー表示
 ― ドットは見つかった断片を示します
 ― ドットの位置はフラグメントのタイプ（d、c、bなど）を示します
 ― ドットの色は、フラグメントが見つかった回数を示します

w
x

Y
Z

a
a-bbc

d

操作が簡単で、生産性が大幅に向上する使いやすいインタフェース
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BioConfirmの解析スキーム

Workflowの選択

Intact Protein Protein Digest Released Glycans Oligonucleotides 
Target + Impurities

Oligonucleotides 
Sequence confirmation

Sequence Manager（別ウィンドウ）から 
配列情報を選択

翻訳後修飾をリストから選択

糖鎖リストの選択 Sequence Managerから
Target配列を選択

Sequence Managerから
Target配列を選択

標識試薬の選択 欠損体などの 
不純物の指定

MS/MSスぺ黒津との 
マッチング

Deconvolution 
条件の設定

分子量との 
マッチング

消化酵素を選択

ノンターゲットの 
スポット抽出（MFE）

配列との 
マッチング

Find Compounds  
by Formula

Find Compounds  
by Formula

Intact Protein解析結果

Method Automationから�Run Method Workflow�を実行すると、デコンボリューションスペクトルや各グライコフォームのヒストグラムなどが表示されます。
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Protein Digest解析結果

DARの算出結果（Intact mAb deconvolution + DAR calculation）

Biomoleculesテーブル上でシグナルを選択すると、クロマトグラムやMS/MSスペクトル、配列カバレージマップなどが連動して表示されます。

42 2025-2026年度予算申請カタログ〈製薬・バイオ医薬〉

〈製品・ソリューション編〉　LC/MS



Oligonucleotides Target Plus Impurities 解析結果（Find by Formula Oligos）

Released Glycans解析結果

解析が完了すると、Biomoleculesテーブルに検出された糖鎖が表示されます。カラムヘッダーをクリックするとソートがかけられますので、Score（Tgt）でソートをかけ、
S/Nの高い主要な糖鎖を順に並べます。Relative Quantitation Histogramsウィンドウに棒グラフとして結果が得られます。
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Oligonucleotides Sequence Confirmation解析結果

MassHunter Explorer

MassHunter Explorerは、高度なデータ抽出と統計解析および化合物推定
をシームレスに組み合わせることで、より迅速でスマートなノンターゲット分
析を可能にします。直感的なナビゲーションや分かりやすいデータの視覚化、
高度な分析手法、パワフルなアルゴリズムによって、統計的に有意な結果を
短時間で効果的に得ることができます。

 ― プロジェクトベースのワークフローにより、メソッドの設定やデータのやり
取りを簡易化

 ― リンクされた結果のナビゲーションを容易にする、効率的で統合的な手順

 ― ガイドに従ってパラメータを選択することで、さまざまな分析手順の最適
化が容易に

 ― さまざまな評価が可能な、多彩な統計解析：t検定、倍率変化解析、ボ
ルケーノプロット、一元または二元配置分散分析（ANOVA）、階層的クラ
スター分析（HCA）

 ― クロマトグラフィー情報、スペクトル情報、統計情報、および化合物同定
情報を 1つのアプリケーションに視覚化し、迅速な意思決定を可能に

 ― データ解析の高速化により、ラボの化合物発見を加速

 ― MassHunter Explorerからエクスポートされた結果を、他の一般的なソフ
トウェアプラットフォームでさらなるデータ解析が可能
MS/MS同定ソフトウェアとして評価の高い、SIRIUSのライセンスがバン
ドルされています。

MassHunter Explorerソフトウェア　定価：235万円～
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メトラー・トレド社との 2つのコラボレーション

天秤の計量データを、メトラー・トレド社の LabXソフトウェアからア
ジレントの OpenLab CDSに、自動的・シームレスに転送できます。
天秤データが OpenLab結果レポートに反映されます。

分析ワークフロー全体で手作業によるデータ転記の必要性がなくな
り、ヒューマンエラーの可能性を大幅に低減します。

反応槽（不均一なサンプル） → EasyMax → オンライン LCというワークフローを提供
します。

Application Note：5994-4706JAJP

このアプリケーションノートでは、反応容器からサンプルを採取して化学反応をモニタリングするオン
ライン LCについて紹介しています。加水分解反応の温度は、Mettler Toledo EasyMax 102リ
アクタで制御しました。Agilent オンライン LCモニタリングソフトウェアで実験全体を制御し、安全
かつ経済的な方法でモニタリング実験を完全に自動化できます。

オンライン LC 
モニタリングソフトウェア

オンライン LC

（バイオ）リアクタ

オンライン LCのサンプリングデバイス

パートナーシップ（日本で未展開なソリューションもあります）

天秤 -LabX-OpenLab プロセス化学

オンライン LCサンプリングとモニタリングの概略図
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バ
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チ
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子
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サンプリングデバイス
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分析法開発の自動化と分析法移管 ～ ChromSword Auto × Infinity III～

ChromSword概算価格表（税抜き、サポート費、据付・取説費込み）
製品名 価格

ChromSword Auto Package + OffLine 2.2 + ReportViewer 530万円

ChromSword Auto Package + OffLine 2.2 + ReportViewer + AutoRobust 720万円

ChromSword Auto Package + ReportViewer 420万円

ChromSword Auto Package + ReportViewer + AutoRobust 600万円

ChromSword OffLine 2.2 (Full Version) 200万円

ChromSword OffLine Light 130万円

AutoRobust + ReportViewer 250万円

ChromSword DateSystem + AutoRobust + ReportViewer 300万円

※別途出張諸経費が掛かります

クロムソード + ISETで 
機種をまたいだメソッド検討を自動化

頑健な分析法を開発し、 
委託元から委託先へスムーズに移管できる

ICH Q14/Q2(R2), Analytical QbDとChromSword

ICH Q2(R2)「分析法バリデーション」の改訂 +  
ICH Q14「分析法開発ガイドライン」

 ―「より進んだ分析法＋多変量解析を用いる分析法バリデーション」 
⇒ 頑健な分析法を構築 ⇒ 開発段階に応じて分析法も更新  
⇒ ライフサイクルマネジメントを実現

 ― 新しいモダリティに用いる分析法に対する考え方を取り込む可能性

 ― ICH Q14により審査側と申請者側の相互理解が進み、科学とリスクに基
づいて、分析法のより合理的な承認および承認後変更管理が可能に

自動化された Analytical Quality by Design：AQbDアプローチを用いた、
脂質ベースの核酸送達システムとその構成要素の分析用に UHPLCメソッド
が開発されました。ChromSword Autoによるスマートアルゴリズムを使用
することで、このプロセスが容易になりました。

実験計画法（Design of Experiment：DoE）とクロマトグラフィー分離能を分
析目標プロファイル（analytical target profile：ATP）として使用して、デザ
インスペースを生成しました。開発したメソッドは Agilent ZORBAX Stable 
Bond CNカラムに基づいており、すべてのピーク間のベースライン分離と、
各種媒体タイプでの高いメソッド堅牢性を示しています。

Application Note：5994-6641JAJP

ターゲット化合物の作用点での 
堅牢なスペース

不純物を含む作用点での 
堅牢なスペース

カラム・溶媒 
スクリーニング

カラム・溶媒 アイソクラティック /
グラジエント条件 最良分離条件 システム堅牢性・

信頼性情報

迅速最適化 最良最適化 頑健性評価

ChromSword Auto

自動メソッド開発

5.5 データインテグリティ

ReportViewer データ閲覧 
レポーティング

OffLine インタラクティブ 
シュミレーション

AutoRobust

自動頑健性評価テスト

不適合境界 不適合境界
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Agilent OpenLabラインナップ

クロマトグラフィーデータシステムOpenLab CDS

ワークステーション

 ― LC, GCを最大 4台まで制御可能なスタンドアロンシステム

 ― 1 PCで分析装置の制御、測定の実施、データ解析、レポート出力が可能

ワークステーションプラス

 ― スタンドアロンシステムにセキュリティ領域（データベース）を搭載

 ― データインテグリティに完全対応、規制対応に必要な各種機能を装備

クライアント /サーバー（C/S）

 ― 分析ラボのクロマト機器をサーバーシステムにより一元管理

 ― ユーザー情報や分析データ、バックアップの一括管理が可能

 ― 各操作端末（クライアント）からはネットワーク下の全クロマト機器を操作
可能

サイエンティフィックデータマネジメントシステム  
OpenLab ECM XT

 ― あらゆる分析装置のデータおよび電子ファイルをセキュア、且つ体系的に
管理可能

 ― サーバーによるデータ共有により、ラボの DX化・ペーパーレス運用をサ
ポート

 ― 分析ラボのスタンドアローン機器のデータ・バックアップ管理に最適

 ― 対象機器 PCの OSは不問、個別 PCにアプリケーションのインストール
も不要

クライアント /サーバーシステム（CDSネットワーク）

スタンドアローンシステム

分析データシステム 標準的なアプリケーション

OpenLab ECM XT

マルチベンダー
サポート 自動

アーカイブ

Content
Repository

Agilent
OpenLab CDS
MassHunter

コンプライアンスの
有効化

メタ―データ抽出

簡易、詳細検索

データの標準化

安全に

Amazon S3
ファイルストレージ
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 ― 画面は最新Windows様デザインのリボンメニューを採用

 ― 直感的な操作画面と解析 /レポーティング省力化のための各種機能を提
供

 ― データインテグリティ対応のための専用メニュー /画面を搭載

〈システム価格〉
 ― ワークステーション　定価：175万円～
 ― DI対応ワークステーション plus　定価：250万円～

ピークエクスプローラー：複数データの俯瞰処理が可能

OpenLab CDS

積分最適化ウィザード：数ステップの直観入力で積分結果を
提示

 ― ベースとなる複数のレポートフォーマットを標準搭載

 ― 表示するクロマトグラムや結果テーブルのフォーマットを自由に編集可能

 ― 各種計算式の組み込みや自動の合否判定が可能

7

不純物レポート

① クロマトグラム

② ピークテーブル　表示するピーク ( 同定済み、未同定、未知など ) や項目は任意で設定可能

③ 検量線情報　左側に詳細情報、右側に検量線の図を表示

①

②

③

カスタマイズ性の高いインテリジェントレポートシンプルな画面構成と各種便利機能を搭載
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✓

OpenLab CDSのデータインテグリティ対応

 ― ログイン時の ID・パスワード認証を標準搭載

 ― ユーザー登録は無制限に可能

 ― ラボの運用に合わせたカスタムロール作成に対応

 ― データの自動版管理による上書き防止

 ― 生データとメタデータを別管理しており、過去バージョンデータの再現が
容易

※ワークステーション + or クライアントサーバー限定

データロック機能
 ― 結果データを閲覧のみの状態にロック可能

 ― ロックおよびロック解除は専用のロールで管理

 ― 署名レベルを設定可能

 ― 署名のレポートへの印字が可能

 ― 報告書管理のペーパーレス化を加速

電子署名

ユーザー ID & パスワード管理 データバージョンの管理

監査証跡

 ― 専用メニューからの監査証跡の簡単表示

 ― 日付や操作項目でフィルター表示が可能

 ― レビュー機能を標準搭載
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AIC

RDS 
OpenLab Server

OpenLab CDSネットワーク

柔軟なネットワーク構築

クロマト機器のリモート運用をサポート

 ― ターミナルサーバーによるシンクライアント構築が可能 
（Citrix、Microsoft RDS対応）

 ― 遠隔地からのデータ確認 /解析や承認業務に最適

 ― アプリケーションのインストールが不要、ショートカットから簡単に接続

※社外からアクセスする時には VPNが必要です

サーバー

 ― OpenLab CDSソフトウェア、ユーザー情報、データ管理

 ― 各種クラウドにも対応

Agilent Instrument Controller（AIC）

 ― クロマト装置とサーバーの中継器

 ― 1台あたり6装置まで接続可能

※メーカーや仕様に依る

クライアント端末

 ― 制御 /解析の作業端末、ネットワーク内の全ての装置にアクセス可能

〈システム価格〉　定価：1,000万円～
※サーバーや PC筐体は含んでおりません
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OpenLab ECM XT

分析ラボにおけるSDMSの活用

用途 現状の課題 ECM XTによる対策

スタンドアロン試験装置のデータバックアップ

手作業（USB-HDD等）によるバックアップ
 ― 作業の物理的な負担
 ― バックアップの頻度にバラつき、取り忘れ
 ― USB-HDDメディア管理問題

Import Schedulerによるバックアップファイルの 
自動バックアップが可能

スタンドアロン試験装置の試験結果データレビュー
装置本体上でのデータレビューあるいは紙レポートでのレビュー

 ― 装置の設置場所による物理的なアクセス問題 
（別建屋、クリーンルーム、バイオハザードエリアなど）

Import Serviceによりレポート等を ECM XTに自動収集可能
監査証跡などはリモートアクセスでも参照可能

スタンドアロン試験装置のデータインテグリティ
Part11対応データベース等が無い装置WorkStation

 ― 試験結果の電子ファイルが消去可能な状態
 ― ソフトウェアアップグレードに装置本体の更新が必要なケースもあり

Import Schedulerで測定データを ECM XTへ自動転送可能
ECM XT上では監査証跡によるデータファイルの管理が可能

インポートスケジューラー・インポートサービス機能

データシステム 
アジレントや他ベンダー

インポートスケジューラ ECM XT

インポートスケジューラー

 ― 手作業に代わるデータの自動バックアップアプリケーション

 ― バックアップの周期はラボ運用に合わせたタスク設定が可能

 ― バックアップ取得後は元 PC内のデータ自動削除設定が可能

 ― サーバーからのダウンロードにより再解析 &再アップロードが可能

インポートサービス

 ― 取得・生成データの即時アップロード、天秤・pHメーターの数値取り込み

 ― ユーザー ID、ロールおよびデータをサーバー側で一元管理

 ― クロマト機器と同一のユーザー情報で管理可能

 ― MS機器専用のロールを用意

 ― 取得データはサーバーに自動転送

 ― MassHunterのファイルベース管理を補完し、完全な DI対応を実現

 ― ハイエンドLC/MS、GC/MS、ICP-MS用MassHunterに対応

※トリプル四重極型、TOF、Q-TOF型

Agilent MassHunterとのシームレスな連携
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Agilent SLIMS

 ― LIMS、LES、ELN

 ― オンプレミス /クラウド /SaaS※

 ― Webブラウザーによる操作

 ― バーコードデザイン /発行 /読み込み

 ― ラボコンテンツ（検体、機器）マネージメント

 ― SOPの管理 /作成 /記録

 ― ワークフロー /プロセス管理 /進捗管理

 ― ダッシュボード /データの視覚化

 ― プラグインによる測定機器連携：指図 /データ登録

 ― 外部システム（ERP等）との連携

 ― ユーザー管理 /監査証跡 /コンプライアンスサポート

 ― データベースフィールド追加の柔軟性

※  SaaS：Software as a Serviceの略クラウド上にあるソフトウェアをインターネット経由で利用するサービス

〈システム価格〉　お問い合わせください

OpenLab ECM XT

ラボの DX化における課題を解決

Agilent Remote Workspace（RWS）

 ― 業務 LANと分析ラボ LANの間の LAN分離とネットワークセキュリティを
維持したまま遠隔操作が可能

 ― 分析装置ワークステーションのソフトウェアの更新等は不要、LAN接続の
みで遠隔操作が可能

 ― リモートアクセスにより、遠隔地・クリーンルーム・バイオハザードエリア
等の運転監視や結果レビューを改善

リモートワークスペースに付帯の管理機能

 ― システムログ – 接続履歴（接続、切断、接続元ホスト等）を確認可能

 ― アライブモニタ – 対象となる装置ワークステーションの状態を確認。ログ
記録もありPC停止等の状況確認も可能（例：ワークステーション電源
ON/OFFによる接続可不可状態の確認等）

 ― 予約表 – カレンダー表示で各ワークステーション利用の予約情報を共有

〈システム価格〉　定価：1,500万円～
 ― スケジューラ
 ― 装置 10台分の接続ライセンス

※サーバーや PC筐体は含んでおりません

画面移動中 
は操作×

RWC： 
リモート 

ワークスペース 
コントローラ

ECM XT

画面を 
移動させる
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AdvanceBio SECカラム

非特異的吸着抑制に有用な 
SECカラムです

 ― 粒子径 2.7 µm（ポアサイズ 130 Å、300 Å、
500 Å、1000 Å）

 ― 粒子径 1.9 µm（ポアサイズ 120 Å、200 Å）

 ― 独自開発した表面処理（ポリマーコート）で、
試料と充填剤との相互作用を低減

 ― 均一な粒度分布と高いポアボリュームで、カ
ラム効率の向上

※ラインナップ、価格についてはお問い合わせください

サンプル：ADC
カラムサイズ：300× 4.6mm

移動相： 50 mM リン酸 Na, 200 mM NaCl, pH 7.0
流速：0.35 mL/min

温度：25℃
検出：UV220 nm

ADCの分析例（AdvanceBio SEC 200 Å他社カラムと比較）

サンプル：AAV-9, HPV-16-VLP
カラムサイズ：300× 4.6mm
移動相：50 mM リン酸 Na, + 400 mM NaCl, pH 7.2

流速：0.35 mL/min
検出：蛍光、λex 280 nm、λem 348 nm

AAV, VLPの分析例（AdvanceBio SEC 500 Å, 1000 Å他社カラムと比較）

糖鎖分析前処理キットAdvanceBio Gly-Xキット

最短 1時間で糖鎖分析の前処理が可能に
 ― タンパク質変性～ラベル化 /精製まで最短 1時間で完了

 ― 独自のラベル化剤 Instant PCによりFLD、MSの感度が向上

 ― 従来の 2-ABラベル化剤も含め 4種類のラベル化剤をご用意

前処理の流れと所要時間

タンパク質の変性 
90℃で 3分間

脱グリコシル化 
50℃で 5分間

ラベル化 
1分間～ 1時間

洗浄、溶出 
15～ 20分間

選択可能な標識色素

標識色素 説明 ラベリング時間

InstantPC
高速ラベリング。4種の中で、 
最も感度が優れている。 1分間

InstantAB
高速ラベリング。クロマト挙動は 
2-ABに近い。 1分間

2-AB
既に 2-ABで分析系を構築した 
ユーザー向け。 1時間

APTS
既に APTSで分析系を構築した 
ユーザー向け。 1時間

Instant PCラベル化剤の強度比較

InstantPC

InstantPC

競合
品色
素

競合
品色
素

Procainamide

Procainamide
2-AB

2-AB

Instant PCと2-ABの比較

Instant PCラベル化糖鎖 HILIC分析

2-ABラベル化糖鎖 HILIC分析

Instant PCラベル化糖鎖は 2-ABラベル化糖鎖と 
類似の糖鎖プロファイルを示します
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ポリマー系逆相カラム　PLRP-S

mAb、ADC、オリゴヌクレオチド、ペプチドの分析など、多方面で活用可能です
 ― ポリマーなので化学的耐久性が高い（最高使用温度：200℃、使用 pH範囲：1～ 14）

 ― 高架橋ポリマーなので従来のポリマー系カラムよりも耐圧性が高い（例：粒子径 3 µm ⇒ 300 bar）

 ― 幅広いポアサイズにより、低分子からウイルスなどの巨大分子まで（ポアサイズ：100 Å～ 4000 Å）

 ― 幅広い充填剤 /サイズラインナップにより、ラボスケールからプロセススケールまで拡張可能

AdvanceBioオリゴヌクレオチドカラム

高理論段数のコアシェルカラムです
 ― コアシェル型充填剤を採用した C18カラム（粒子径は 2.7 µmと4 µm）

 ― 独自の表面処理により塩基性移動相への耐久性を向上

 ― 分析～セミ分取サイズをラインナップ（カラム内径 4.6 mm、10 mm、21.5 mm）

PLRP-S：均一な充填剤粒子 他社ポリマー充填剤

Agilent分取 LCスケーリングカリキュレータ

カラム耐久性（オリゴ核酸の分析）

サンプル：オリゴヌクレオチド
カラム A：PLRP-S 100 Å 3 µm, 50× 4.6 mm
カラム B：ハイブリッドC18 125 Å, 50× 4.6 mm
カラム C：シリカ系 C18 100 Å 3 µm, 50× 3.0 mm
カラム D：シリカ系 C18 180 Å 5 µm, 50× 4.6 mm
移動相 A：100 mM TEAA水溶液
移動相 B：100 mM TEAA含有MeCN：水 = 25：75
グラジエント：0% B to 100% B in 10 min
流速：1.0 mL/minもしくは 0.45 mL/min
温度：80℃（PLRP-S）、60℃（その他）
検出器：UV, 254 nm

Cas9 mRNA（4521 nt）の分析例 EPO mRNA（855 nt）の分析例

PLRP-S 4000 Åを用いたmRNAの逆相分析例

PLRP-S 4,000 Å, 2.1× 50 mm, 5 µm
移動相 A：0.1 M TEAA in water
移動相 B：0.1 M TEAA in 50/50 ACN/water
流量：0.2 mL/min
カラム温度：75℃
※赤のラインはキャリーオーバー確認の Blankテスト

PLRP-S 4,000 Å, 2.1× 50 mm, 5 μ m
移動相 A：0.1 M TEAA in water
移動相 B：0.1 M TEAA in 50/50 ACN/water
流量：0.2 mL/min
カラム温度：75℃
※赤のラインはキャリーオーバー確認の Blankテスト

ショートマーとの分離 粗製 2'O-Methyl RNA（22 mer）の分析 /分取 
内径 4.6 mmから 10 mmへスケールアップ

センス鎖、アンチセンス鎖の分離

結合相 ポアサイズ 温度上限 pH範囲 エンドキャップ

C18 100 Å 65℃ 3.0～ 11.0 ダブル

アジレントによる革新：高 pHで優れた安定性を発揮する、オリゴ
ヌクレオチド分析のための初の表面多孔質粒子による LCカラム

Website： 
Agilent Preparative LC Scaling Calculator
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Figure 3. Analytical and semi-preparative LC-UV chromatograms showing the same linear velocity separation for the RNA oligonucleotide sample. 
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アジレントの分析機器適格性評価

Agilent Automated Compliance 
Engine（ACE）

 ― 完全電子化された適格性評価プロトコル

 ― 2017 USP <1058> への準拠

 ― ラボ AIQのコンプライアンスおよび ALCOA+ 
データインテグリティ要件に対応

ラボAIQへの対応
 ― IQ/OQの実施計画書（EQP）を用意

 ― ユーザー要求仕様書を含めたお客様の DQを
サポート

ラボのネットワークセキュリティへの 
対応

 ― Agilentネットワーク分散型 ACE（NDA）

 ― あらかじめサーバー内に ACEをインストール

 ― 外部との接触リスクを低減

幅広いサポート
 ― アジレント製機器と他社製（マルチベンダー）
機器への対応

適格性評価の要件と機能 
（クロマトグラフィーを例として使用）

適格性評価プロトコルのタイプ

ネットワーク 
ACE

CDS 
ベース

Excel 
または PDF 紙

適格性確認 
データ使用

生の電子データを使用した計算（HPLCなど）
電子データと偏差の報告ワークフロー
電子計測データ（HPLCおよびGCで使用）

















規制 
コンプ 
ライアンス

ALCOA+ データインテグリティのコンプライアンス
USP <1058>の遵守 ++（およびGAMP® 5対応）
21 CFR Part 11/Annex 11への準拠

















セキュリティ
データとレポートを完全に保護 *
包括的なデータトレーサビリティ（監査証跡）













バリデーション 
ライフサイクル

国際的な QMS/ISO認証基準の下で開発
完全なバリデーションライフサイクルと改訂履歴













アーカイブ ITポリシーおよび管理に準拠    

クラウド クラウド対応設    

統一的 
適格性確認

マルチベンダー機器の適格性評価に対応 #
複数の分析技法で統一 #













プロトコル 
設計

使用範囲の試験が可能 /ユーザー要件に対応
電子的に設定可能なプロトコルおよびレポート













適格性確認 
プロトコル 
（EQP）

自動全範囲グラジエント試験（HPLC）
追加の適格性評価作業を最小化 ++

プロトコルで定義された責任

















適格性確認 
レポート 
（EQR）

適格性評価作業の安全なレポートを作成
不合格になったテストの結果を自動で報告
試験レポートステータスのサマリーによって確認の時間を短縮

















添付資料 証明書（トレーニング、ツール、材料、SOP）    

説明： 条件に合致する度合い：= 非常に高い、 = 高い、 = 低い、 = 合致しない 
* チェックサムおよび暗号化※、# クロマトグラフィーデータシステム（CDS）による制限なし、 ++ 使用範囲の試験

※ ACE Secure Data Store, 5994-5138EN.

ラボの資産管理（Asset Performance Management）

ラボの課題解決
 ― 人員・リソース不足による文書業務の負担

 ― DX化へのハードル

分析装置の稼働状況
 ― 帳票・担当者ベースの管理からの脱却

 ― ラボ全体の俯瞰

 ― 稼働率改善

ラボのスキル上昇
 ― ラボ責任者のサポート

 ― オペレーターへのトレーニング

 ― コンプライアンス・メンテナンススキルの向上

Asset Management 
Program

People & 
Capabilities
–
–
–     

Trusted partner
Extended industry heritage
Ongoing engagement

Processes & 
Procedures
–
–
–
–

Standard program documentation and training
Change Management control
Best Practices adoption
Enterprise-wide focus

Lab-wide 
maintenance
–
–

Vendor-agnostic service
Incorporate multi-vendor data and analytics

On-site 
team
–
–
–
–

Clear communication channels
Single point-of-contact, if desired
Dedicated local service engineer*
Management of supplies, 
third party contracts and vendors*

*Where agreed and appropriate 

Tools & 
Analytics
–
–
–
–     

CrossLab Connect Platform enabled
Complete fleet visibility
Lab-wide asset monitoring
Operational analytics and analysis

This information is subject to change without notice.

© Agilent Technologies, Inc. 2020
Published in the USA, March 10, 2020
5994-1815EN
DE.2936458333
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Agilent CrossLab 保守サービスプラン一覧

Agilent CrossLabでは多彩なサポートプランをご用意しています。
保守サービスには、機器を最適な状態にし、想定外の不具合によって発生した修理に必要な費用と部品が含まれるため、安心して機器をご使用いただくことがで
きます。

メンテナンス、および修理サービスは必要な時に都度ご依頼いただくことが可能で、お客様のご希望に合わせて柔軟に構成いただけるサポート契約の一部としてご
利用いただくことも可能です。
保守サービス、都度依頼いずれの場合も純正部品を用いたサービスを提供します。

Agilent CrossLabゴールド
 ― 一時のダウンタイムも許されない致命的な状況に対応。優先対応が必要な場合に適したプラン

Agilent CrossLabシルバー
 ― ラボの生産性を最適化することが重要な場合や、緊急対応は必要としないが、システムとラボの稼働を高次元で維持させたい場合に適したプラン

Agilent CrossLabブロンズ
 ― 厳しいコスト管理が必要な場合や、突発的な修理に備えて、修理用補修部品と消耗品を含む修理費用を年間定額で計画したい場合に最適なプラン

延長保証
 ― 突発的な修理費用に対応できる、基本的なサービス内容を提供

Agilent CrossLab点検サービス
 ― 機器の故障を未然に防ぎ、最小限の費用で最高の性能を維持

Agilent CrossLab保守サービス比較表 ゴールド シルバー ブロンズ 大学・公官庁向け 
ブロンズ 延長保証

Agilent CrossLabサービス契約に含まれるサービス

優先対応 24時間対応＊ 72時間対応 72時間対応 ＊＊ 72時間対応

CrossLab Virtual Assist 対応 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

オンサイト

オンサイト修理訪問（移動費と作業費含む） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

修理に必要な補修部品＊＊＊ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

修理に必要な消耗品 /部品＊＊＊ ◯ ◯ ◯ ◯

Agilent CrossLab点検サービス

年 1回のメンテナンス ◯ ◯

有用性の高いサービス

翌営業日の対応 ◯

オンサイト部品在庫 ◯

専任サービスエンジニア /マネージャ ◯

レビューミーティングの実施 ◯

コンプライアンスサービス（オプション）

運転時適格性評価（OQ）バンドル時の値引率 10% 5%

運転時適格性評価（OQ）の合格保証 ◯ ◯

再適格性評価（RQ）バンドル時の値引率 10% 5%
＊ 一部 48時間対応の製品がございます。担当営業に確認ください。 
＊＊ このプランでは対応時間に関して特別なお約束はしませんが、サポート契約されていない他のお客様よりも優先的にサービスを受けることができます。 
＊＊＊ 別途規定した部品交換規定に従います。

※一部の保守サービスしか提供できない製品もございます。担当営業に確認ください。 
※土日祝、アジレント規定の休日は優先対応の時間に含みません。
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〈製品・ソリューション編〉　サポートサービス



M&A
Stratagene  

Velocity 11 Varian

アジレントが 
事業領域を 
見直し

計測
にフォーカス

分析分野の 
リーダーシップを 

拡充

60年
リーダーシップと 
イノベーションの伝統

M&A
Dako

アジレントの歴史

Hewlett-Packard
時代

アジレント 
誕生

シリコンバレー市場最大の 
新規株式公開 :

21億米ドル

アジレントが 
がん診断に参入

アジレントが 
ライフサイエンスと 
ヘルスケアに 

フォーカスを狭める

CrossLabを発表し、ラボ運営の改善に貢献

InfinityLabで、統合 LCシステムソリューションを提供

OpenLabで、データセキュリティ・インテグリティに対応 セルアナリシスの拡充

1939–1998

1999

2005

2006–2010

2012

2014以降
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製薬のお客様がアジレントを選ぶ 4つの理由

① 世界での実績・技術移転
モダリティの多様化に伴い、オープンイノベーション、グローバルでの創薬エコシステムのニーズが高まっ
ています。コロラドのNASD（Nucleic Acid Solution Division)に加え、BIO VECTRAがアジレントの一
員となり、バイオ医薬品の受託開発製造が強化されました。アジレントはお客様志向の組織変更を行って
います。LC、LC/MS、CDMO、細胞解析、ゲノミクス、パソロジー、コンパニオン診断がライフサイエン
ス&診断（LDG）グループとなりました。

② DX・自動化をはじめとしたデジタルラボ
アジレントはデジタルラボを以下のように定義しています。デジタルラボ＝オープンでつながりがあり、イン
テリジェントなエコシステム。目的 =スループットと品質を最大化し、ラボのスタッフが問題解決と真のイ
ノベーションに注力できるようにすること。お客様の �Lab of the Future� をOpenLabソフトウェアと
CrossLabサービスを中心にサポートしてまいります。

③ 医薬品規制対応での評価
2021年 12月に、市場調査会社 Cell Associates社は業界誌『LC/GC』の読者を対象に独自調査を実施
しました。法規制の最新動向に対する意識や、分析機器適格性評価、ソフトウェアバリデーションサービ
スに対する要望や対応の現状を聞いたところ、475名から回答が得られました。機器適格性評価とソフト
ウェアバリデーションサービスで業界リーダーと思えるサプライヤとして、Agilent CrossLabコンプライアン
スサービスは第 1 候補に選択されました。

④ From Sample to Answer
サンプル前処理、分離・検出、データ解析、レポート、データ管理、サポートサービスまでのトータルソリュー
ションを持っています。産官学をはじめとした製薬業界のお客様、ビジネスパートナーとのコラボレーション
により、お客様の課題解決を目指します。

LIMS Laboratory Information 
Management System CDS Chromatography  

Data System SDMS Scientific Data 
Management System

測定依頼 在庫管理 リリース管理 分析準備 測定実行 評価 結果出力 決定 
出荷 データ管理

アナリティクス

アーカイブ

サンプル前処理・精製 分離・検出 データ解析レポート

ホームページ
www.agilent.com/chem/jp

カストマコンタクトセンタ
0120-477-111
email_japan@agilent.com

本製品は一般的な実験用途での使用を想定しており、医薬品医療機器等法に基づく登録を行っておりません。 
本文書に記載の情報、説明、製品仕様等は予告なしに変更されることがあります。
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